
Title アダム・スミスの生涯（一）
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.2 (1922. 2) ,p.211(61)- 237(87) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19220201-

0061

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


‘ LI 一 * .1, wvwdhw™fci>5<e

一 **'^.*— -
'■* r-.* *■ •» «v^ %-*. »-W. i ,

]
,)

イ’

向:

タ

f i ' '•m
•■ * '

,fl
、 / \

.*," vr- - .»i

へ
貴 .

' t

M .

K '  ‘

.  ̂ " I

本ぺ
/I- V 
，'る ;>

ベ '‘i

L

思 ,

4 . ：••-• •' •. ♦.. 

'.い .，，.:，...‘.

律 ,,

tP；
，解:.，‘，

用《、
, } •ノ
直 .

に .'’ ‘

殷

應

學

正

：
巧

前

，’，

•

释

ネ

：

浮

y
I tt m

,
ホ

本

の

資

貫

化

り

/
マ
/

,

へ

‘.

,〜

v
.
t
! 

" ' 
. _ 

. 

‘ 

t 

' 

• 

' 

\ 
.
. 

’ -

'--:’1.---.-:-: 

r
:
-
-
?
-
w
.
'
.
.
... 

........-

ふ-------:r..- 

:
-
-
-
-
’
- 

>
-
v
-
-
A
,
-
-
- 

/
-
-
-

プ-rT /、 

' 

' 

,

,
，'義

熟

^
^
'門

前

2

人

進

堂

に

肤

ろ

V
.
.
. .

.

.

.

.

.
パ
’
'
-
.

:*--?

い
,
h
-
r
c
;
r
p 

ネ；

-
.
-
-

〜

ゼ
-
:
-
ッ

.
-
.
-
,
i

,,--

'::,

.

.-,
:
,

、-
:
-
*
v
<
-
-
-
,
. 

y 

-------.

パ
-:-:

-
V
. 

... 

-
.
.
.
/
.
.
i 

.
-
- 

..--- 

. 

...; 

、

\

 

1
1 

V 

. 

. 

f 

.

，
-

，ん

,
J
.
.
-
,
.
: 

-
-
-
,
: 

-
- 

- 

. 

7 

■
■

’愈

新

學

期

来

.る

.此

際

寓

卷

の

池
：：

を

最

も

^

^

^

-

.

.

.

.. 
:
. 

*
: 

.
-
- 

.

.

.

.

. 

/
-
.
/ 

■

も1.’ 

-
'
V 

• 

•
•
>

.

.

.

.
‘

，.

-

-

v

.

V 

:
• 

• 

.
K
.
. 

.

.

.
• 

•
•
, 

t 

.T...,'、..，.'.

- 

‘ 1;
'
.
.
 ̂

f

的

通

I
f
#

あ

す

人

づ

大

進

上

に

)■
■;■ 

- 

' 

. 
'■
■
■
-
 

|
» 

* 

- 

r 

\
-
-
. 

-I. 

.
-
.
'
f 

A
. 

.

二
'
,
-
.
.
-
：
‘
'
.
-
"
*
,
, 

V, 

:
- 

!
‘ 

w
» 

J 

J 

k
. 

1

へ
必V

.

貴

卞

の

.滿

n

此

に

添

は

ん

’
/
 

T 

〜

.

.

.
i 

* 

へ
、て

,’
へ

 

J 

' 

ハ
’

.

■
ッ
ま
，？を
ホ
"...
だ
き
.一一-パ
ツ
レ

.

-

.

ゾ
-ぃ
り
ン-
‘
ン、r

 

- 

-7

こ
：
パ
べ
，-5.
-
.
.
.
,

 ■

'も
バ
バ.
.
.

.

パ
.？
バ，
.
.

,
,

1
>メ
.

§
&

嚴

来

適
>
-
0
.
義
塾
广
れ
り
如
、

路

輪

大1

-i

.-■■1-1 
こ15： ニおミ

s

ク

輸

H

H
六

八

；

I
iiII

Ii ?,
. すハ

i'
II；

!； 
i ；

いIj'II IIpi
II
I

B
e
K
B
e
^
K
R錄

ァ

ダ

ム

®
ス

ミ

ス

の

生

涯

J

.

高

橋

誠

一

m

.
ア

ダ<? 
•
ス

ミ

ス

の

.生

烟

は

先

づ

d
a
g
a
l
d

 

S
t
e
w
a
r
t

に

由

り

'て

傳 

へ

ら

れ

た

り

0
彻

め

彼

れ

が

1

千

セ

百

九

十

三

年1

月

n

十

1

P
及
び 

三

月

十

八

H

R
グ

ン

パ

アn

す

の

ま

立

協

會L
L

於

て

朗

讚

せ

る

所

に
 

し

で

、
練

が

て

1

千

八

‘お
.卞

饼

識

多

の

脚

註

を

添

へ

デ

取

行

書

、、

』

し 

て

出

版

ぜ

ら

れ

、
更

らLi S
i
r

 

W
i
l
l
i
a
m
.

 H
a
m
i
l
t
o
n

の

婦

嚴

ぜ

る

' Th
e

 

Collecteci W
o
r
k
s

 

o
f

 

D
a
g
a
l
d

 .stew>r.t, 

.Esq., 

F
,

 .
R
.
.
S
S
,

第

十

卷

：
 

(
一

千

八

百

七

十

七

年

服)

中

に

編

入

せ

ら

れ(
p
p
.

 

5
-9
S
.
)
、

次

い

で

幾 

庞

ぴ

か

ス

ミ

ス

の

諸

販

本

の

卷

頭

じ

揚

げ

ら

れ

.
^
るA

c
c
o
u
n
t

 

o
f

 t
h
e

 

L
5fe 

and:. W
r
i
t
i
n
g
s

 o
f

 

A
d

狭m.

 

S
m
i
t
h
； L
L
,

 D
.

是

.れ

.ス
チ

..

^
ァ
.1
ト

の

後

！

_
L

ス

ミ

ス

を

傅

す

る

港

頗

る多
く
*}?!!!

人

は

凡

そ

左ii 

の
猶
篇
を
敷
る

-
得12*

し
。

.W.

の
日ellie, j_iteraTy an<i Ciiaractenstical Lives,.. 1800, .pp>. 

211-97. 
ノ

"vy. .Playfair, Lifedf Dr. smitlvbefore.TI, ed 

o
f 

K 

W
e

をh' 

of Nations 、
180c.

James. Fptterson (Kay 

の E
ほnbiiTgla portraits;.

傭
者
'>
0 

.

Lord Bron

めT
o
^
m
, 

Philosopher
ゆ
 of the 

Time' 

of ..George 

,111,:'pp. 166-289, 

‘ .

.:

T..,R..MacCuUoch, 

.sketch .

6
f ..the. life and ‘writings of 

'Adam..smith (Treatise

め
 wncL Essayw...on

.ル

ub.lects -connected 

with .econoirxicial policy,'IW 5

ン，

'
'( 本

！
！

は

彼

れ
..の
' ACCOUCLts.‘ ，o

f
,
.
T
h
e

 

L
i
v
e
s

 

a
n
d

 

W
r
i
t
i
n
g
s

 
o
f

 
Q

ロes
n̂
y
,

 

A
d
a
l
n
.
s
m
i
t
l
i
,

 :an-d K
i

ケ2iT<io, ,1
8
5
9
.' 

命

餘

せ

ら 

れ

、
度

ら

に

同

炎

線r

國

富

論

」

，

1

千

八

百1
1

十

八

年

並1
1

セ

十

解

版 

の

を首
！！

播

げ

ら

る0) 

：
 

M
バ

.

：L

ツ

M 

:
;

Mori jean- (coqualln. Di.itionnalr e. cie pt̂
conamle politique,. 

II, 

p. 6.i2-62s.) 

w
w
^
^
v 

Adarii s-mitll.-e

ロ
.

ziiti'-drid

化rzo6k' nalalf. dep :.rî
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g
n
e
t
,

而
も 

H
i
r
s
t

 

は
日
く

辯
譲
士 

^
>、前

揭
|
>
.2

)

の
，組
合
に
加
入
す
る
を
得
て
"
同 

市
に
於
て
：法
律
事
務.

极
ひ
"
缴
年
蘇
格
蘭
士
大
臣 

兼
大

靈

官

ラ

デ
ク
ド
ク
ン
伯(

ぽ

ユ

o
f

H
o

u
d

o
l

m
,

 

L
o

u
d

o
n
}

の
秘
誉
役

き

游
.り
V

同
十
三
年
ラ

ァ
ク
ド 

ン
伯
の
退
隱
に
由-

^

て
-
其
め
職
を
失
ふ
ざ
共
に
タ
ァ 

デ
ォ
ィ
愿
の
關®

吏

「
c

o
m

p
t

r
o

n
e

r

 

o
f

 

t
h

e

 

c
u

s
t

o
m

s
)

じ
任
命
せ
ら
れ
、
死
R
至
る
ま
で
其
の
職
を
舉
甘
タ
。 

彼
れ
：は

又

た

一

千

七

W

0
七

年

以

來

"
終

生

"

英

蘇

併

0クXX



0

t

s

m.

m

ア
ダA
ス
ミ：A
ゆ'
邀m

合

ミ

共

に

新

設

せ

ら

れ

；た

る

藤

I
W軍
事
裁
判
所
參
事
官 

(
J
u
d
g
e

 

A
d
v
6
R

£
4
J

翁
ね
化
ク
。
是
れ
に
由
れ
t
觀 

,
れ
ぱ
彼
れ
ば
.決
し
て
凡
.庸
の
§
l
に
非
：ざ
.
^
^
^
し
が
如
し〕

ネ
ミ
ス
は
元
來
激
柳
の
.賀
に
し
て
、
幼
時4

5

通
b
て 

东
痛
な
&
し
が
爲
め
ほ
、
母
の
.心
遺
ひ
'例
ふ
み
に
も
の 

-

な

く

、.鈴

か

に

定

れ

を

あ

か

せ

過

ぐ

る

：
の
非
難
セ 

受

け

ね

ム

。

而
も.斯
ぐ
©
如
S
.母
の
纖
愛
は
其
の'モ
©
. 

，氣

戴

若

し

く

ル

性

情®
上

に

聊

か
,
，̂有

害

％

る

影

：響

を
 

生

ず
$

/
e f

、

i

ほ

六

十

年

のsit
歲

通

じ

：
 

孝

行

の

膨

わ

を

盡

し

て

域

办

慈

焚

に

；報

ひ

れ

.

T
S
O

彼
れ 

は

轨

時

に

於

て

す

ら-
^
#に
在

り

で

放

ふ

SJ

狀

肅

に

陷 

タ
、
單
座
し
て
鯽
語
す
る
.の
；習

慣

を

？̂し

た

る

が

終

生

，：
，
 

之
れ
を
廣
る
こ
と
能
は
ざ

-

C
V
S
。

彼
れ
はS

I
I

才
の
頃
、
；m

に
伴l

i

れ

て

タ

？

グ

ン

.
：
 

(
L
e
b
e
n
)

減
畔
な
る
ス
ト
ラ
ッ
ス
チ
ン
，,

，

I
に
其
の
小
父 

ダ
グ
ラ
ス
を
訪
へ
る
こ
を
め
り
し
が
、

！
日
門
前
にI #

へ
 

タ
遊
び
て
、
恰
お
此
處
を
通
週
せ
る1 ,

群
の
.浮
浪
の
徒

態

I

總

U

.

(

蘇
國
化
於
‘てtklkefs..... 

'を
辦
せ
ら
&、

-5X̂

の'
V

こ
K
V>,か 

で
拐
^
^れ̂
.、
暫
く
行
末
を
求
め
兼
ね
ね
^
^が̂
、
間
も
な 

<

一
制
土
’の
來
レ
で
、
.'數

哩

あ

な

た

に

於

て

物

寂) 

號
泣
せ
るr

人
の
幼
®
を
抱
け
る
ジ
ズ
シ
f
の
女
こ
t 

i

過
せ
る
旨
を
告
げ
な
れ
。.時
を
纖
さ
ず
、
指
さ
れ
た
る
方 

⑩
に
向
っ
て
驅
せ
た
る
捜
索
隊
は
レ
 ̂

(Leslie) 

@
齋
ほ
於
て
其
の
女
を
纖
見
せ
り
。
ジ
ズ
シ
ト
の
女
は 

j

彼
れ
等
を
見
る
や
否
や

，
幼
き
^
ミ
ス
を
拋&

捨
て
、

一
走̂

り
。
斯
く
て
彼
れ—

は

恙

な

ぐ

其

の

：
母

の

，懷

に

歸

る
 

を

得.

^

も

な.

，

c
:
s。

 

’

ス<■> 、

ス
は
.其
の
嚴
辦
の
.敎
W
を
力

，r n

オ
デ
ィ
邑
の- 

k

歡
學
校
に
受
ゆ
た
シ
マ
#
時
其

®
校
長
！£

か
し
ら
の 

I

は

名

喷

々

た

ね

し

デ

グ

ィ

ッ

ド

，
ミ

ル

ラ

I

 

(D
a
v
i
d

 

§
?

h

^

>9
^
0
ス
ミ
ス
が
入
舉
の
年
舟
は
不
明
な 

る
も
、
恐
ら
ぐ
は
"
！.千
七
®

S
十
H
部
を
以
て
羅
典
藤 

メ
を
學
.び
机

め

な

る

な

可

し

。
當
時
羅
嚴
語
入
門
の
敎 

.
料

書

ビ

て

使

用

せ

&
れ
た
る
も
の
ほ

，H 
,—
P
, P 
I
.ピ

III
II
II
I

IIIi
PI
iH is

I
ザ':

タ
ス(

®
しtr

o
u
u

 s)

のr

羅
瑪
史
要
し(

B
r
e
v
i
a
d
u
m

 

a
b

 

ucbe 

condlta)

な
.

cs

し
が
、
一，千
七w

i
l
l

十
.三

年

四

0
の 

日
附
t
,共

に

彼

れ

の

自

署

を

有

す

る

同

書

は

，後

年

故

力 

ン1
1

シ
ダ
ム{

C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
)

敎
授
の
所
藏
す
る
所
な
り 

き

。

，
ス
ミ
ス.は
當
時
早
く
旺
盛
な
る
讀
書
悠>J

强
大
な
：
 

を

記

憶

力

と

を

以

て

顯

れ

"

其

病

顯

な

る

體

贩

は

激

烈 

な
る
遊
戯
に
加
は
る
を
得
'さ

ら

し

，め

た

ら

ご

雖

も

、

而

.
 

慮
被
れ
は
！
®
に
於
て
®
烈
な
レ
し
も
他
方
に
於
て
著 

し
>
-深

切

に

し

，て

大

ま

か

^
:
^
る

氣

質

を

有

し

タ

る

が

爲 

め
い
た
く
其
の
朋
友
に
愛
好
せ
ら
れ
化

.
^
。̂
.彼
れ
の
.
 

同
窓
じ
て
後
年
名
を
成
す
に
至
り
し
も
の
少
な
か
ら 

ざ
り
：き
。

, 

.

當
時
カ
ァ
コ
オ
デ
ィ
に
は，1

ニ
の
®
併
所
存
し
た
る 

が
、
.
ス
ミ
ス
は
少
時
之
れ
を
訪
，ふ
こ
ビ
を
好
み
、
鼓
に 

分
勞
に
■
す
る
最
初
の
觀
念
を
収
得
せ
り
ビ
傳
へ
ら
る 

(Campbell, 

J
o
u
r
n
e
y

 

f
r
o
m

 

Edinburerh 

t
h
r
o
u
g
h

 

N
o
r
t
h

 

Bdtain,'
1
8
0
2
, 

H, p. 

4
9
.V

!

千
七
百
三
十
七
年
，

f

ス
は
カ
ァn

オ
、デ
ィ
の 

文
法
學
校
ょ
り
グ
ラ
ス
ゴ

I
大

學

赴

き

、
此
處
に
同 

S

十
ギ
ま
で
狂
學
し
、
更
ら
に
ス
ネv

(
s
n
e
u
)

基
金
の 

給
費
生
ビ

し
て
平
津
大
學
ベ
ジ
オ
ル
、カ
レ
ッ
デ

(
B
a
u
o
l

 
o
r

 

Balliol 

c
o
l
l
e
g
e
)

 

入
れ
.

CN。

グ
ラ
ス
ゴ

ー

大
學 

:

時
代
の
？
ミ
ス
と
同
窓
な
り
し 

一
I
グ

大

使

®

附

牧

師

ア
I
チ
バ
て
ド
®
マ
プ
ク
レ
I
ン
博
士
.
 (Dr, 

A
r
chibald 

M
a
d
a
m
e
——

ヨ\ 
f
\ 

® & 

I
レ
ン
ツ
•
フ
オ
ン
•
モ
1
 

ス

力
ィ
ム 

J
o
h
a
n

ロ liorenz 

v
o
n

 

IVTosheim.

の
糊
靜

者
に
し
て
、
又
た
神
學
上
の
數
著
あ
ぐ

)

曾
ジ
て
ダ
ッ
ガ 

I
ド

®
ス
チ
ユ
ア

I
ト(

D
u
g
a
l
d

 

S
t
e

 W
a
l
t
)

に
談
々
て
日

ぐ
、

ス
ミ

.ス
が
同
大
學
在
學
當
時
に
，於
て
愛
好
せ
る
研 

究
は
數
學
及
び
自
然
哲
學
な
ね
き
ど
。
ス
チ
ふ
ア

I
ト
の 

父
じ
し
て
チ
ゾ
ン

> 
ァ
ロ
オ
の
數
學
敎
授
た
り
し
'マ
シ
ュ 

I •

ス
チ
ユ
ア

I
ト(

M
a
t
t
B
e
w

 

S
t
e
w
a
r

じ
も
亦
た
、
截
時 

ス

ミ

ス

の

同

窓

ね

り

し

人

に

し

て

、
，
ダ

.ッ

ガ

ー

ド

は

其

热

十

六

卷(
1
1
1

五)

雜

錄

ア

ダ

ム

®
ス
ミ
ス
ゆ
生
涯

第
二
號

- J U
ハ
五



第

十

六

卷〈
1

ニ
六)

雜

緣

ア
ダ
A
•
ス
ミ
ス
の
生
遊

饼
二
號

-

の
父
が
，ス
ミ
.ス

相
識
る
に
：至
ぐ
，し
當
時
彼
れ
の
努
力 

し
う
、
あ
り
し
も
の
に
し
て
、有
名
な
る
ロ
；
ハ
1
ト
r
シ 

‘ム
ソ
ン(Dr. 

R
o
b
e
r
t

' si
m
s
o
n
)
」

激
接
が
實
ぜ
用
ビ
し 

て
彼
れ
に
與
へ
な
る
難
解
な
る

幾

何

舉

上

の

問

.
題

に

就
 

き
て
彼
れ
を
想
起
せ
レ
と
云
へ
.る
をgi

憶

す

る

旨

を 

.
Mせ

り(

0
. Stewart, 

A
c
c
o
u
n
t

 

o
r the 

Life 

and 

.writings, 

o
f
A
d
a
m

 
,
 .smith 

M
W
. 

T
J

* 
IX,.:. from, ..the

.
 

トィ
§
を
&
0S 
o
f
 the R

o
y
a
l

 Society of 
wdinbllrgh, 

read 

january 

2i, 

and 

M
a
r
c
h

 

18, 

in 
the 

collected 

W
o
r
k
s

 

of D
u
g
a
l
d

 

Stewart, 

Esq. 

F. R.

SS,, 

ed. 

b
y

 

Sir 

w

‘ Hamiiton, 

vol. 

X

 

1
8
7
7
, 

p,

7
,)。

ス
ミ
ス
は
一
千
七
百
九
；

f

年
僅
か
に
其
の
死
R
先 

立
ち
て
出
版
せ
ら
れ
た
るT

h
e
o
r
y

 

o
f

 M
o
r
a
l

 

senti* 

rpents.

め
ザ
版
に
稀
入
せ
る
！
，章
句
じ
於
て
多
大
の
® 

敬
を
以
て
シ
ム
ッ
ン
及
び
ス
チ
ュ
K

I
ト
の
二
人
に
言 

及
せ
らobia, 

i. 

3
1
3
.)。

ス
ミ
ス
は
彼
れ
が
グ
ラ
ス
ゴ

I

を
去
ろ
の
..前

に

帝

せ
る
フ
ラ
ン
シ
ス

•

ハ
ッ
チ
'ふ
ソ
ン

(Francis Hutcheson) 

の
雄
辯
に
し
て
、
然
も
深
遗
な
る
講
義
に
ょ
り
て
最
も 

カ
强
き
永
遠
の
感
化
を
受
け
た
ク
。

ス.ミ

は
常
k
最 

も
熱
烈
な
る
厳
美
を
以
て
彼
れ
を
說
け
な
。

ッ
チ
ふ
ソ 

ン
はi

i

ゆ
る
功
利
主
義
の
偷
理
學
說
を
劍
噴
せ
る
者
の 

:
1

人
な
i

斯
學
說
の
心
隨
*
る
人
間
行
爲
の
理
想
を
、 

，之
れ
に
ぬ
ら
て
誘
致
ず
る「

最
大
多
數
の
最
大
幸
福」

に 

.求
む
る
.の
思
想
は
早
ぐ
彼
れ
に
於
て
看
出
n
i
可
き
も 

の
な
-
^
。(Inquiry ...into., the .OHginal 

of. o
u
r

 Ideas 

of Beauty, and 

Virtue/ 1720, § 

3,)o 

彼
れ
の
主
著 

A

 

S
y
s
t
e
m

 

of Ivloral phiiosoDhy, 

の
著
の
：；
 

せ
ら
れ
た
る
は
著
者
の
死
後
、
即
ら
一
千
七
ぽ
五
十
五 

年
な
々
ざ
雖
も
，
其
の
成
れ
る
は
一
千
七
ぽ
四
十
ニ
年 

:

な
：り)
は
貿
易
の
平
衡
-
國
{级
的
制
规
及
び
人
口
等
；̂ 

關
し
て
は
猶
ほ
鶴
分
ア
|
力
ン
チ
タ
ス
ト
流
の
®
想
を

有
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、
而
も
後
ハ
牛
グ
ラ
ス
ゴ
I
大
學 

に
於
け
る
S
の
®
座

を

線

，成

せ

る

ア

ダ

ム
» 
.
ス

ミ

ス
が

其
の『

國
富
.諭
し
中
に
表
明
せ
る
諸
理
論
を
預
示
ず
ろ
幾
，.，.ど
酷
.似
す
.る
、も
め
あ
る
な
な
。
彼
れ
は
此
の
書
の
策
ニ 

多

の

章4
?

を

包

を

す

る

な

々

。
彼

れ

は

「

あ

ら

ゆ

る

.债

値

？

編

館

七

章

に

於

て

を

有

及

び

秘

有

財

産

を

論

じ

た

ヶ

"

®
し
く
は
：债
格
のS

然
の
基g

は
.成
る
糊
の
f
f
lな
り」

、
.

而

し

て

彼

れ

は

普

通

近

世

經

濟

學

者

じ

ょ

-
^
て

惯

用

せ 

r
M
は
勞
倾
に
由
り
.て
效
用
.ょ
.シ
ほ.5̂

.

せ
ら
る」

前

し

て

ら

る

所

.y>,

は
.幾

分

相

遂

せ

る

方

法

を

.以

て

私

有

財

産 

n
供
給
の
服
足
は
稀
少
®
値
を
生
や」

ざ
秘
し
て
效
用
ごI

:

を

說

明

し

擁

識

せ

-
^
。

「

吾

人

が

他

の

方

法

を

以

て

自

活 

價
値
ご
を
K
別

せ

ら

v
o
l
.
.
n
.
:
p
p
v
5
3
,
f
Q
。

I

し
得
る
場
合
に
總
ベ
て
他
人
の
：無
醫
な
る
計
盡
を
破
毀
，
 

彼
れ
は
数
働
が
賞
の
太
源
银
に
し
て
價
値
の
奥
尺
度
な
：I

す
る
，は
不
道
德
な
ゎ
"
而
し
て
吾
人
が
最
初
の
お
お
#

.

,
 

もi 3

ど
を
主
張
し
、線
べ
て
の
人
は
、
公
の
利
益
が
他
れI

の

權

利

.
^
尊

重

す

る

所

以

の

も

の

は

這

般

の

不

道

鶴

は 

要

求

お

可

き

場

<
S

を

除

き

、

他

人

の

，：

^
體

父

は

財

産

に

基

礎

を

有

'す
‘る
も
の
な
り」

(ibid., 

B
k
.

 

II, 

ciiap. 

VI,

對
じ
て
何
等
の
毀
害
を
も
加
ふ
る
、と
な
き
、
如
何
な
る

j

 

§
. 5
.

尙

は

I
n
s
t
i
t
u
t
i
o

 

c
o
m
D
e
n
d
i
a
r
i
a
,

 

l
i
b
.

 

II. 

c, 

<
:

:

仕
事
又
は
姚
樂
じ
於
て
も
自
己
の
‘目

的

の

爲

，に

自

己
®

「

翁
照)

-
'

V

說
け
る
ハ
グ
チ
ェ
ン
ジ
の
所
言
は
ア
ダ
ム
♦ 

 ̂

I

欲
す
る
所
に
從
ゥ
て
其
の
能
力
を
使
用
す
る
の
自
然
權
^
 

.

を
有
ず
る
'
 
こ
ヒ
を
宣i

n

せ
一
レ
。

彼

れ

は

又
.た
分
勞
の
極
，
 

め
て
®

®
な
る
所
以
を
カ
說
し
、
又
た
彼
れ
が
貨
粮
债 

値
の
起
源
.及

び

變

動

並

.び

に

穀

物

若

し

く

は

發
働
が
更 

ら
に
確
固
た
る
價
値
0
標
準
を
M
へ
得
可
さ
こ
を
信
. 

す
る
の
意
見
は「

s
i
n
i

論」

中
に
於
け
る
ス
ミ
ス

，の

れ

ミ
ス
が
其
の「

法
傅
學
講
義」

f
c於
て
常
に
敎
授
せ
る 

特
異
の
財
産
權
說
に
晴
示
を
與
へ
.た
.る
も
の
な
&

ビ
云 

Mふ
。
即
ち
財
產
權
ぱ
'先

お

紫

が

其

の

，収

得

し

殺

し

ぐ

は 

發
見
せ
る
客
體
を
安
.全
に
.享
有
せ
ん
ご
す
る
*正
當
な
る 

斯

待

ぐExpectation)

に
對
す
る
人
類
の
一
般 

的
同
情
"
並
び
に
公
平
な
る
傍
觀
者
が
斯
く
の
如
き

第
十
六
お
.(

ニ一

七)

雜

.
鎭

ア

ダ

ム

dス
ミ
ス
の
爽
他

.银
ニ
.，.號

出



银
ニ
總

八

■

第
十
六
⑩

(
1
1
1

八)

離

錄

ア

ダ

A
•
.スi

の
生
浦 

當

な

る

期

待

が

裏

斬

ら

る\
を

見

る

，の

際

に

彼

れ

の

感J
るも

の
...

如

し

。

一
 

す

る

憤

怒

に

基

ぐ

も

の'な
ひ
’
做

す

も

の
'叩
ち

是

れ

な‘
 

,
0 

'

h
^
o (Stewart, Philosophy o£the Active 

I
 M

o
r

a
l

-ス
ミ
ス
は' !

千
七
w

n
す
年
六
月
、
蘇
闕
を
出
條レ
、 

P
owers 

of 

M
a
n
,

 

in 

the hpll

揉ed 

w
o
r
k
s
,

 

V
o

L

全
が
程
を
驛
馬
に
託
し
て
牛
律
に
向
へ6
.
0彼
れ
は
後 

v
l
f

 is
7
7
,ip, 

2.63

し
。
，

‘

彼
れ
が
資
本
の
起
源.

を
#
査

\

ギ
サ
ミ
ユ
I 
 ̂
«
 
口 

I 
ジ
ヤ 
I 
ス(

S
a
m
u
e
l

 

R
o
g
e
r
s
)

に 

せ
る
び
'、を

に

於

て

も

亦

た

、

ス

ミ

ス

,fレ
の

顯

著

な

る

頻\

物
語
れ
る
が
如
く
、
英
蘇
の
境
を
、通
週
せ
る
縣
問
ょ
り
、 

似

を

め

ざ

る

を

得

す

。

.(W
,

 

R
.

 

Scott. 
Francis 

\

新
た
に
見
る
國
土
の
豐
饒
と
其
の
農
業
が
自
國
に
比
し 

H
u
t
c
h
e
s
o
n

 : 

his 

Life, 

Teaching, 

a
n
d

 

POSItfonl.n 

\

て
遥
か
に
い
：̂
越
せ
る
を
深
ぐ
感
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。
 

the 

H
istory 

o
f 

Philosophy, 

1900
.

及

び

：ca
K
I
S

 
|

彼
れ
は
べ
タ
オ
ル
、
力
..レ
.ッ

デ

の

食

堂

，
に

着

け

る

第

j 

edition qf S
m
i
t
h
V

 W
S
I
t
h

 

o
f Nations, 

1904, 

v
o
L

 \
り
に
食
卓
R
向
ひ
て
空
想
に
f

、

®
ぐ
其
の
食
事
を 

I, 

Introduction, 

pp. 

I

I

 
1

0 

\ 
0 

i

f
 0
 

給

f
t學
生(servitor )

彼
れ
を
呼
び
酵
ま
し 

f
f
i
し
て
若
し
デ
グ
ィ
ド
.
• 

b
ユ
1
ム〈

け
い
ぐ
1
<
1
ぱ
1
1
3
6

)

が
一
て
日
ぐ
、
肖
に
て
は
今
汝
の
前
け
置
か
れ
た
る
も
の 

1,

千
あ
百
吗
十
生
二
月
旧

.
H附
を
以
て
ム
ッ
チ
エ
ツ
ン
に

〉

、
如 
<
見
事
な
る
肉
片
を
見
る
こ

W

能
は
ざ
る
が
故
に 

與
へ
た
る
尺
藤
中
に
見
ゆ
るr

K
，、r

メ
氏」

を
以
て
果
し
須
ら
く
眞
想
を
廢
し
て
、
速
か
に
貪
々
食
ふ
可
し

VJO 

て
デ
ダ
ム

♦
ス
ミ
ス
な
り
ざ
せ
ば
、當
時
僅
か
に
十
六
才

jvrlhly 

R
e
v
i
e
w

記
者
0
所
言
に
據
れ
ぱ
、独
れ
は
：肖 

め
パ
ン<r

な
み
し
彼
れ
は
近
く
出
版
せ
ら
れ
ね
る
：ヒ

ユ
I 

r

し
の
食
卓
k
大
肉
片
の
.現
る
、
度

し

好

ん

で

の

あ

h

z
 

V 

‘v̂

 

J
i
w 

,
\
-
5

 

r
r
r

 

>
r

- 

r

u
 

H

v
 

u

\

% 

U

O

K

I 

I

V
 

u

s

»
 

K

l
 

i
, 

p

 

>
H
r
u
ur 
T

t
 
s
n
i

b
r > 

>

 

ト

1
U
 

?

u
 

>

)
 

u

f
 

I
 

* 

/
 

\
)
1
4
 

,

彼
れ
は
七
月
七
日
，̂
以
てn

s

大
學
の
入
學.5̂

許
.さ
れ 

た
-
0̂
彼
れ
は
其
の
最
後
に
る
ま
で
變
る
こ
ご
な
か

ら
し
，小

學

生

徒

流

の

疋

じ

き
#
W藤

，を

以

，
て

，入
學
簿
に 

ュ A
d
a
m
s

 

Smitli e 

coll. ‘BalL, 

Gen. FiL Jul.
7
5
0

 

-.1
7
4
0.)

ソ
の
文
字
を
止
め
た
- ̂(Thorold 

Rogerses 

ed‘ 

of the'wealth 

of Nations, 

I. 

vii .)、

彼
れ
は 

0
ら
日 

く
文Sif

上
の
述
作
は
彼
れ
，に
取
6

て
は
雜
驗
を
®
ぬ
る 

も
楽
も
容
#
じ
爲
る
こ
ご
な
し
而
し
て
跡
に
於 

て
も
亦
た
然
-
し̂
な
シ
。
彼
れ
0

勘
狀
は
悉
ぐ
同1:な

 

る
}
し̂
き
大
文
字
を
以
て
記
さ
れ
、
！
か̂

题

鋪

、難
®

慎
重
な
る
手
法
を
以
て
成
れ
る
を
示
し
つ
、

あ
る
な

i

 

,
 

, 

,

ス
ミ
ス
は
共
の
入
學
ょ

-
六̂
年
間
、S

K
f

休
暇
に
も 

歸
俱
す
る
こW

な

く

し

て

，引

續

さ

キ

津

じ

留

れ

り

。

蓋 

し
當
時
に
在
り
ャ
！
用
極
め
て
.大
次
b
し
蘇
國
の
往
復 

は
部
吗
十
破
の
給
費
生
R
取
り
て
は
堪
え
難
き
も
の
な 

.
r
c
o

な
る
可
し
01

千
七
百
®
十
四
年
>
即
ぢ
ス
ミ
ス
の

中

津

在

學

中

じ

出

艰

せ
.ら
れ

，な

る

ム

ダ

ン(salrrqlon

ン 

の

.

.

.

Present 

st^te 

of the 

U
n
i
v
e
r

仏d
e
s
.

に

®

れ

ぱ

平

a
：

學
生
在
活
の
要
し
た
る
最
少
限
の
雜
費
は

‘一
ヶ
堡1! 

十
破
な
々
し
と
雖
も
、
同
大
學
の
自
費
生(

c
o
m
m
o
n
e
r
)

 

に
し
て
六
十
破
以
上
を
消
費
せ
ざ
る
も
の
極
め
て

稀
な 

-iTV

し
ご
言
ふ
。
ス
ミ
ス
は
一
千
七
百

g
j

十

六

印
月

十 

五
m
ま

で

平

謝

に

留

ま

ひ

し

も

の

、
如

く

、

同

日

以

後 

の
：同

大

學

飮

食

吻

賣

，場

會

計

簿

(Battery B
o
o
k
)

に
は 

彼
れ
の
姓
名
を
览
る
^
と̂
な
し
。

ス
ミK

の
名
は
プ
.リ
ッ

ス(
B
H
S
S
)

の
平
律
卒
業
生
名 

簿
k
は
見
常
ら
ず
"
又
た
フ
オ
ス
タl

(
F
o
s
t
e
r
)

氏
の 

A
l
u
m
n
i

 

oxonienses
,

ぱ
彼
れ
に
開
す
る
他
の
事
期
を 

报
ぐ
る
も
、
其
の
卒
業
‘に
就
き
て
は
記
す
る
所
な
し
。 

而
.も
，！！
 
I
ジ
ヤ
I
ス
敎

，授
：が
前
揭
飮
，食

物

賣

揚

會

計

簿 

に

據

て

調

査

せ

る

結

果

は

，，一
千
七

f
w.四

十

银

四

月
 

千
三
日
を
以
て
終
れ
る
週
：間
ょ
ね
以
後
は
彼
が
1

 

D
o
m
i
n
y
s

ざ
稱
せ
ら
れ
つ 

>
あ
る
'こ
と
を
後
見
せ
6
。

.ザ
十1

ハ
愈

.

.

〈

..：ニ
'

1

九
，

)

.
斜

.縫

-
:ア
ダ
ム
.
®ス
ミ
ス
の
生
涯
.

第
二
鎭

ナ、‘
九



ハ

卷

t 

ニ
.l
.
I
O 

)

雑

錄

ナ

ダ

み

•
ス
ミ
ス
の
生
揮

M

s

七
9

ド
ミ
ナ
.

ス
は
大
學
得
業
す
！(

B
a
c
h
e
l
o
r

 

o
f

 

A
r
t
s

♦ソ
の
通 

稱

な
り
レ
な
.=V

◊
彼
れ
は
恐
ら
く
卒
業
の
形
式
を

完
成

す
る
に
必
要
な
る一

定

の

手
纖
を
缺
き
た
る
な
る
可

し
デ 

.

:

-

,
,
:彼
れ
：は

不

幸

に

じ

て

平

g:

大
學
の
®
.
暗̂

黑

時

代

中

，
 

に

箱

學

せ
-
。̂

ス
ミ̂
ス
が
自
ら
後
年
其
の「

國
富
論」

中 

に
於
て
英
國
諸
大
學
k
就
き
で
云
々
せ
る
所
め
も

の
は；' 

又
，セ
货
に
，一

11+

年
前
、：

彼
れ
の
：狂
學
當
時
に
於
け
る
牛 

雄
大
舉
の
狀
態
な
り
き(

wealth of Nations, 

Bk. 

V., 

chap. 

i, 

p
t

 

m, 

art 

2
.

參
照)

。
而
も
彼
れ
が
同
大
學 

在

學

の

期

間

は

決

し

て

彼

れ

に

取

り

て

徙

爲

な

.る
も
の 

に
は
，
非
ざ
ら
し
さ
。
彼
は
後
年
公
然
之
れ
に
對
し
て
感 

謝
の
意
を
廣
し
つ 

>
あ

る

な

ら(

一
千
七
一
ね
八
十
七
ギ 

，す

！
，
旧

十

六

n
附
グ
ラ
ス
ゴ
’
、カ
レ
ッ
ジ
學
展
ア
ー
チ 

X

グ

ド
•デ
グ
ィ
ク
ド
ソ
ン(Archibald D

a
v
i
d
s
o
n

苑
の 

信

臀

參

照

)

。彼
れ
は
全
力
を
擧
げ
て
同
太
學
の
常
：规

の

、

古
典
及
び
美
文
學
'

{belles: kttres )

並
び
に
精
神
科
舉 

及
び
政
治
料
：學
に
向
け
た
ら
。-
殊
に
彼
れ
は
佛
國
古
赚 

.0
語
格
を
愛
し
、
自
己
の
文
，體
を
改
善
す
る
の
0
的
を 

以
て
®
々
其
.翻
譯

に

努め
：，̂

，cv§

言
ふ
.。
後

年
4

ゾ
ン 

バ
ァ >

 

オ
大
I學
希
職
語
敎
授
ァ
シ
ド
ク
ュ
！

ダA

 
♦ッ
エ 

A

 (
A
n
d
r
e
w

 

JDalzel)

は
ダ
ジ
ガ
ア
ド
，ス
チ
ユ
ア

I

ト
に
，

向
ひ
て
言
語
學
上
の
問
週
に
駒
す
る
ス
ミ
ス
の
記
億
の 

.敏
速
且
つ
正
確
な
る
t
ピ

及

び

希

職

語

：文

法

の

微

妙

な
 

る
請
®
'に
關
し
て
.彼
れ
の
示
せ
る
怜
w
y
;熟
練
ビ
をn

 

を
極
め
て
賞
讚
ず
る
の
常
な
&
き
ご
言
ふ
。(Stewart, 

o
p
. 

p. 

9
.
)

取
れ
は
斯
く
の
如
き
知
識
を
牛
律
R
, 

於
て
得
な
る
こ
ビ
圓
ょ
り
疑
ひ
な
き
所
な
ね
。
彼
れ
は 

又
ね
伊
太
利
®
の
詩
文
じ
も
通S

し
之
れ
を
引
用
す
る 

こ
ざ
@
在
な
-

CN
き
。

:

ベ

.ク

オ

A

、
力

.
レ

ジ

デ

は

好

學

の

風

を

有

す

る

も

の

に
 

4
^

す

ど

..雖

，
も

、
'

，
ボ

 

I
 
ド

-タ

1

蘭

，書

：館

：

.
(
.
H
h
e

 

J
B
O
d
l
e
i
a
n
i
:
'

.
' 

L
u
f 

*
M 

I 

'
f Ifc 

i 
ァ 

' 

»
, 

, 

^

し
て
利
を
許
さ
れ
ざ
が
し
時
代
に

f
f
iむ
て
は
同
大
.學

.

o
f the 

Lives 

a
n
d

 

Writings 

o
fぬuesnay, 

A
d
a
m

 

こ
☆
け
る
最
良
な
る
力
レ
ッ
ジ
鬪
誉
僻
の

1

を

有

す

る

S
m
i
t
h
,

 

a
n
d

 

R
i
c
a
r
d
o
,

 

1
8
5
9
.

 

p
p
.

 

I9
-2
p
)
o

の

一

一
大
利
盆
1

せ
り
。
此
處
に
彼
れ
は
自
由
な
る
讀 

書
の
界
城
を
與
へ
ら
れ
て
、
K
の
健
康
を
破
る
乙
ビ
を 

す
ら
忘
れ
：て
出
精
せ
る
な
ら
.。
然
れV

j

も
此
の
學
圓
に 

は
彼
れ
の
自
由
に
食
ふ
こ
せ
を
許
さt

ざ

し

唯

1

の 

禁
制
の
果
賞
あ
ね
き
。
，即
ち
近
世
合
理
主
義
の
所
産
是

e.

な

ぐ

0
ジ

0

ン

•
ラ
ム
ゼ
ー

®

マ
ッ
カ

I!

ッ

ク

(
J
o
h
n

 

R
i
s
a
y

 

M
r
t
u
l
l
o
c
h
)

は
談
り
て
日
く
、

ス
ミ
ス
猶
は 

キ
ゆ
に
在
ひ
し
時
ヶ
'彼
れ
が
私
か
に
研
究
し
つ
 

>
あ
る 

所
の
あ
の
に
就

き

其
の
上
長
の
疑
念
を
藤
し
つ
V
あ

 々

じ
；が
、：

一

日

興

の

力

V

マ
デ
；の

察

長

等

：が

不

意

に

彼

.

れ
‘ 

の
部
屋
に
來
れ
る
の
時
"
彼
れ
は
不
幸
に
し
て
ヒ
ユ
I

 

ム
のTreatise 

o
f H

u
m
a
n

 

N
a
t
u
r
e
.

を

聰

績

し

つ

、
も 

る

を

發

見

せ

ら

れ

力

々

。

斯

，く

で

此

の

「

不

都

合

な

る

し 

一
審
籍
は
沒
收
せ
ら
れ
！
 ̂

'此
の
青
年
哲
學
者
は
厳
烈
な
る 

識
責
を
变
け
力
b

ミ

。(J, 

R
.

 

M
c
c
u
l
l
o
c
h
,

 A
c
c
o
u
n
t

サ

研
究
資
料
の
豊
富
を
除

1̂;て
は
ス
ミ
ス
の
牛
律
生

® 

は

決

し

て

幸

福

な

る

，
も

の

に

#
ざ
&
し
が
如
し
。
筋

！
.
 

に
擧
ぐ
可
き
は
彼
れ
の
健
康
勝
れ
ざ
り
し
i
に
し
て
彼 

れ
は「

摘
疾
の
壊
血
病
.
脳
の
霞
戰
-
M L (

S inveterate 

s
cu
r
v

く a
n
d

 

shaking 

in 

the 

h
e
a
d
.
)

に
惱
み
、近
く 

パ 

ァ
ク
/

I
僧
正(

G
e
o
r
g
e

 B
e
r
k
e
l
e
y
)

が
萬
病
癒
泊
の
妙 

‘藥
と
し
て
熱
心
K
其
の
效
用
を
颇
次
せ
る
爹
a
水(tar, 

w
a
t
e
r
)

を
使
用
し
ジ 

>
あ
ね
し
な
レ
o( 

！

千

七

百

四

十 

四
年
七
月
末
に
其
の
母
に
送
れ
る
信
書)

。
彼
れ
は
一
千 

七
百
旧
十
三
年
十1

月
二
十
九
日
の
書
中
に
は「

小
子 

は
恰
も
此
の

1
1
1

ヶ
月
間
小
.子
.
し̂
て
其
の
財
掛
椅
子
J 

V
離
る〜

能
は
ざ
も
-
'め̂
お
る
懒
慢
の
®
烈
な
る 

發
作
ょ
b
囘
復
し
た
る
所
に
候」

述
べ
れ
ね
。(L

o
r
d

 

w
r
o
u
g
h
a
m

 

M
e
n
.

 o
f
.
r
i
s
e
r
s

ソ
 ii. 

p*. 2
1
6
,)

っ(

.ッ
わ
オ 

ヘ
ム
卿
はA

ミ
ス
傅
を
草
す
る
に
當
一

‘千
七

W
四
十
年

第

十

六

卷(

ニ
ニ1

3

雜

.錄

ア

ダ

ム

®;̂
ミ
ス
の
生
遊

5
1
號

七

I



鶴

十

六

盤(

ニ
ニニ

)
-
:

維

綠

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
生
涯

ょ
り
同

*
1.

ハ
に

1^
^
.ね
|彼
，ホ
か
幾

她

の

信.書
を
^
用̂

す

る

.れ
ゲ
'念
购

に

置

く

こ

V,

な
.く

B

こ
ビ
を
得
れ
タ
ビ
雖
も 
>
.而
も
是
れ
等
の
も
め
>
殆
ん 

マ

」

全
剖
は
純
级
た
る
家
^
^
,及

び

私

^
^
^
^
關

す

る

も

の

に
 

.

し
て
、
其
の
大
部
分
は
彼
れ
の
シ
ャ
ッ
額
其
の
他
此
の 

'

视
の
必
要
品
に
關
す
る
も
の
な
る
も
、
而
も
皆
な
悉
く 

::

其

の

母

に

對

す

る

强

烈

な

る

，愛

精

の

職

露

を

示

す

も

の 

な

り

ビ)

0
第一

1

に
蘇
國
め
舉
生
は
ベ
タ
オ
ル
、力
レ
ジ
ジ 

に
於
て
繼
子
の
待
過
を
度
け
、；

1

ス

ネ

ル

給

費

生
は

其

、

.
の

處

遇

に

愤

慨

し

て

、
グ

ラ

メ

ゴ

I
の

評

譲

員(senatus)

に

®
し

て

常

に

不

平

をS
i

へ
、

終

に

は

他9

力

レ

ッ

ジ 

に

轉

せ

ん

こ

ど

を

す

ら

希

§|
}す

る

に

至

れ

.
：̂

。

然

れ

ぱ
 

ス
：
ミ

ス

：が

平

津

六

ヶ

年

の

：ぜ

學

中

：に

於

て

其

，の
，親

友

中

.

擧

ぐ

可

き

も

の

は

僅R
同

郷

め

人

に

し

て

、

同
じ
ぐ 

ス
ネ
ル
給
費
生
力
し
ソ

I

タ
ス
ベ
ジ
|
の
ダ
グ
ラ 

慎
正

一

人
ぁ

る

、
の

み

な

り

き

。

彼

れ

は

一

千

七W
H
E

十 

六

年

八

月

を

以

て

蘇

®
に
歸
れ
り
。
爾
後
ス
ミ
ス
は

}§

 

び

牛

律

に

足

を

踏

み

入

る

〜

こW

な

く

、
.牛

，津

も

亦

彼

i

i

i

l

i

i

i

i

i

i

i

r

i

i

i

惊-rs

て
赚
國
じ
歸
れ
る
な
-
。̂彼
れ
去
ら
て
後
、數
ヶ
月
を
得
れ 

0
は

平

律

大

學

の

帳

簿

に

は

彼

れ

の

名

を

谓

め

力

"
^
。

ス
，
ミ

ス

は

一

千

七

W
S

T

十

八

年0
後
期
に
至

b

"

ユ
'

ゾ
ンX

ラ
’
に
典
の
居
を
ト
し
？
ヶ
1
ムK

卿

C
^
O
H
d 

,
K
a
n
l
e
s
)
>

即
ち
當
年
の
へ
ン
ジ
ホ
ー
ム
氏

(

s
r
,

H
e
n
r
v

 

H
o
m
e
.
)

のg

獎

に
®
り

、
同.學

浑

及

次

ぎ

の

：一

.一
 

舉
ギ
を
通
じ
て
、
修
辭
學
及
び
美
文％

の
講
義
わ
/打
へ 

>
9
.
0
這
般
の
题IH1

は
當
時
に
在
ス
頗
る
疏
難
な
り
し 

の
み
な
ら
ず
、
未
だ
何
人
も
之
れ
じ
幽
し
て
公
會
の
講 

を
行
へ
る
ぜ
あ
ら
ざ
ら
し
な
M
。
彼
れ
は
ヶ

1

ム
ズ 

卿
を
货
め
せ
し
て
"
後
め
英
國
大
法
官
ァ
レ
グ
ザ
ン
ダ 

1

•タ
ッ
ド
ア
バ
ア
シ
及
ぴ
サ
ー
•
ク
ィ
タ
ア
ム
©パ
ル
ト

V

I (sir 

w
n
i
i
a
m

 

p
u
l
t
e
n
e
y
)

ざ

し

て

久

し

く

譲

會

、
 

.
.

.

 

■ 

■ 

• 

'

ぜ

^

せ
る
ク

.ィ
ジ
ア
ム

-
'
.®,ジノ
ン

.

.ス
ト

'

~
~

ン(
J
o
h
n
s
t
o
n
e
)

の
如
さ
快
學
生
、
並
び
前
捕
の
プ
ラ1
博
士
の
如
さ
同
，

市

か
责
ギ
法
敎
師
.、

其

の

则
走
我
多
數
の
聽
請
者
を
有 

せ
ひ
。

ミ
ス
は
楚
れ
に
®

b
て
}
^
‘
咏

K

百
被
の
收
入

第

二

鎭

H

 

ス
ミ
ス
.が
其
の
大
名
を 

成
す
に
至
り
て
後
も
、
之
れ
に
博
土
の
®
號
を
赠
る
が 

如
き
こ
？
な
か
5

き
。

ス
ミ

ス
は
此
の
®
學
中
に
於
て 

狹
昔
の
英
語
に
感
染
す
る
こ
と
な
か
ら
し
も
、

も
宏 

昔
の
蘇
國
辯
を
失
へ
る
が
如
し
。
後
年
蘇
國
の
史
家
ク* 

クK

ム® {!

プ
ア
ト
ソ
ン(William 

Robertson
)

き
し 

.く
は
修
辭
學
激
t 

r
 

•プ
ラ
I (H:ugh 

Blair )

に
會
し 

て
後
"

ス
ミ
ス
を
訪
へ
る
英
人
は
彼
れ
が
純
粋
ぱ
る
英 

語
を
以
て
會
談
す
る
に
驚
け
む
ご
言
ふ
。

、
，
四

，，

ミ
ス
は
一
千
七
ぼ
®
十
六
ネ
秋
ょ
ふ
同1

1

十A
A
f

 

秋
S

る
滿
.

1
1

ヶ

年

間

、

何

等

：止

趣

の

業

務

に

就

く

こ 

と
な
く
.、
唯
だ
其
の
好
む
所
の
研
究
に
耽
な
な
が
ら
、

:母
ビ
共
R
郷
里
に
留
ま
れ
ぉ
。
彼
れ
は
⑩

め
英
國
敎 

K

入
'る
の
運
命
を
有
し
、
而
し
て
其
の
目
的
を
以
て
平 

.律
k
派
遺
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
が
、
而
も
僧
職
は
其
の 

跑
账
k
適
せ
ざ
シ
し
が
故
に
、
其
の
友
人
等
の
忠
吿
に

€
0
へ
ぱ
："
^

1

人
の
謝
織1

ギ

- 

1
*̂
假
楚 

し
、聽
講
煮
の
數
は1

百
名
以
上
に
達
せ
し
な
.る
可
し
。 

造
れ
等
の
講
義
は1

も
出
版
せ
ら
る
、
こ
、t
な
く
し
て
'
 

終
れ
b
。
然
れ
ど
も

グ
ミ
ス
の
開
前
後
十ギ

"
"

一
千
七 

百
五
十<

年
に
同一

題
目
の
講
演
を
開
始
せ
る
ズ
ラ
I 

の
記
す
る
所
に
據
れ
ぱ
"
是
れ
等
の
も
の
は
系
統
的
形 

熊
に
於
て
行
は
れ
た
る
も
の
、
如
し
。
-即

ち

彼

れ

が 

一
千
七
百
八
十
三
年
を
以
て
出
版
せ
るL

s
u
r
e
s

 

o
n

 

R
h
e
t
o
r
r
c

 

a
n
d

 

Belles-Lettres.

の
第
十
八
請
佩
考
に 

於
て
彼
れ
'
!
! 

K

ミ
ス
が
久
し
き
以
前
に
其
め
一
部
を
彼 

れ
に
示
し
た
修
辭
舉
講
義
の
草
案
ょ
り
文
體
の
一
般
的 

性
質
、
殊
に
’平
易
質
賞
な
る
文
體
に
關
し
、
又
た
此
の 

點
に
於
て
襟
出
せ
る
英
國
作
家
に
關
し
魏
多
の
觀
念
を 

借
用
せ
る
旨
を
記
せ
b
o (ibid., 

i, 

p, 

3
S
I
.
)
o

而
も
ス 

ミ
ス
の
友
人
多
數
は
這
般
の
感
謝
を
以
て
甚
だ
し
く 

不
十
分
な
り
ご
思
料
し
、
ゾ
ラ
ー
傳

(

•一
千
八
ぽ
0
七 

年)

を
草
せ
る
セ

グf J
o
h
n

 

H
i
l
l
)

は
ス
ミ
ス
B
身
も
亦

第
十
六
翁

X

 

ニ
ニ

H
.)

雜

錄

ア

ダ

ム

•ス
ミ
ス
の
生
涯

セ



第

十

六

お(

ニ
ニ
四)

，

錄

プ

グ

ム

•
ス
ミ
ス
の
生
涯

た
其
の
友
人
等V

典
に
不
平
の
語
氣
を
漏
し
た
り
ぜ
0 

せ
り

0
然
れW
も
爱
k
亦
た
れ
ざ
全
然
相
反
す
る
印 

缴
を
與
ふ
る
逸
事
あ
り
。
そ

はM
a
a

 

of F
e
e
l
i
n
g

の 

著
激
ヘ
ン
タ
I
®
ア
ツ
ヶ
シ%

1

(
H
S
I
y

 

Mackenzie) 

が
詩
人
サ
ミ
ュ
エA

 * 
ロ 
I
ジ

ャ

ス(
Samuel 

R
o
g
e
r
s
)

 

に
.物
語
れ
る
ザ
の
-も
の
な
.タ
。
..，.マ，ツ

ヶ

ン

ジ

は
ス
...ミ
.
 

ス
が
會
話
の
豊
富
な
る
を
説
き
、独
れ
は
織
度
び
か「

足 

下
ょ
、
足
下
の
言

へ
る
所
の
も
の
は
優
にi
傘
の
貴
を 

成
す
足
れ
り

」

ビ
云
ふ
の
常
な
ヴ
し
，

』

e
を
物
語
れ
，
 

る
後

、
ズ
ラ
ー

が
®
々
其
の
說
敎
中
に
彼
れ
が
ス
ミ

.ス.
 

ビ
の
會
談
ょ
b
得
た
る
法
截
學
上
の
思
想
を
収.9^

入
れ 

た
る
こ
ご
を
ス
ミ
？；に
物
語
れ
る
旨
を
記
せ

.

0
. 0

而
し 

て
ス
ミ
ス
は
之
れ
に
答
へ
て
日
く
"「

吾
A
は
頗
る
快
く 

彼

れ

を

ふ

、猶
は
餘
す
所
多
し1

叉

P. 

W
,

 Clayden, 

Early 

L
l
f
e
b
f

 S
a
m
u
e
l

 

Rogers) 

1887/ 
ガ
.i6

8

ン
。

加
之
な
ら
す
、
プ
ラ
I
が
ス
ミ
？v
k
資
ふ
所
あ
る
を
吿 

，第

十

八

及

び

千

九

.の
：兩

章

に

就

き

て

案

す

'る
じ

S

彼

れ

が

借

用

せ

る

所

の

も

の

は

.必

や

し

も

ス
ミ

スP

特 

の

思

想

と

稱

す

可

&
も

の

；

isl

あ

ら

ざ

り

し

が

如

し

。

今
、

ス
ミ
ス
の
著
述
中
に
散
見
す
る
所
、
又
た
は
灰 

人
等
の
f
f
i憶
に
.存
す
る
其
の
談
片
を
甚
碰
e
し
て
彼
れ 

が
文
學
批
滸
家
し
て
の
意
見
の

I

端
を
窺
知
す
る
を 

，.得
可
し
。
ク
ァ
ツ
ク
ァ
ス(

W
i
l
l
i
a
m

 .
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
)

は
.媒 

の

Lyrical B
a
l
l
a
d
s
x
l
^
p
s
.
)
©

序
文
に
於
て
彼
れ
を
呼 

:

ぶ

に「

此
の
糧
の
雜
草
を
生
す
る
こ
ざ
自
然
な
る
の
觀 

あ
る
國
士
、
蘇
格
蘭
士
の
産
し
た
る(

デ
ゲ
イ
ッ
r

じ
ユ 

ユ
ム
を
除
き
て
は)

最
德
の
批
評
家」

を
以
て
せ 

ス
ミ
ス
は
浪
搜
派
ょ
り
も
古
典
派
を
選
べ
b
0
.彼
れ
は 

、グ
す
ル
タ
I \

 t Voltaire)

と
等
し
く
、シ
エ
ク
ス
ピ
ア
は 

.:優
れ
た
を

d
p

を
..お

け

り

雖

も

、
優
れ
た
る
戯
'仙
を 

草
す
る
-J
ぶ
な
か
ら
&
、
而
し
て
彼
れ
は
ド
ラ
イ
、デ
.ン 

(！D
I
y
d
e
n
)

ょ
り
-も
木
な
る
劇
的
天
才
を
有
せ
り
ビ
雖

も

、

ド

ラ

イ

デ

シ

は

彼

れ

に

比

し

て

大

な

る

詩

人

な

り 

ビ
想
權
せ
ら
。
彼

れ

は

ミ

ル

ト

ン( ：M
n
t
§

>

の
小
詠
を

i
i
- 

< • 

,
 

.
 

1
. 

J
. 

-
,
- 

> 

\ 

6
.
- 

J
^
n
^
h
M
-
.
x
r
t
v 

,

ぐ：：：
だ：；！

を

鹿
'視
し
、
パK

シ7
T
h
o
m
^

 

P
e
r
s
y
)

が
其
のR

e
H
q
u
e
s

中 

,,に

盤

银

せ

：る
：古

き

英

國

の

小

®

R

M
り
て
は
更
に
之
れ 

を
尊
重
せ
る
所
少
な
.き
も
？
而
も
ポ
1
グ(

p
o
p
e
)

に
對 

し
て
は
，大
な
‘る
嘆
美
を
有
じ
、：
グ

レ

に

し

て
 

取
R
今
少
し
く
多
く
を
草
せ
せ
ぱ
、
彼
れ
は
英
語 

を
て
せ
る
最
大
の
詩
人
な

.
し̂
な
る
可
し
；

yj

信
じ

" 

而
し
て
ラ
シ
 

I 
ン(Jean Baptiste 

R
a
d
n
e
)

の P
h
s
e
d
m
s

を
以
て
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
國
語1=̂

於
て
現
存
す
る
絕
好 

の
悲
劇
な
レ
せ
做
せ
&
。

文

學

美

に

對

す

る

彼

れ

自

，身 

の
大
標
準
は
彼
れ
が
其
の
：
 

一o
f th

e

 

N
a
t
u
r
e

 

of that 

Imitation 

w
h
i
c
h

 

take's 

place 

in 

w
h
a
t

 are 

calleci 

1:he 

Imitative 

Arts, 

(E
s
s
a
y
s 

o
n

 

Phdosophical 

Subjects, 

1
7
9
5
, 

pp, 

I
3
4
-
I
S
4
,
)

中
に
定
め
力
る

「

美 

‘.は
常
れ
打
ら
勝
た
る
'可
き
知
覺
せ
ら
れ
た
る
困
難
k
比 

例
すV

.

ざ
云
へ
る
原
則

k
存
す
る
な
り
。

:

ス
ミ
ス
が
此
の
當
時
詩
人
力
ら
ん
ビ
す
る
の
野
心
を 

,

有
せ
，
.

cv<yj

液
す
る
の
言
傳
は
惟
ら
コ
1

ル
ト
ン(

Q
h
a
r
,

lew 

C
a
leb 

C
o
l
t
o
n
)

の H
y
p
o
c
r
i
s
y
.

中 isL 
引
喻
せ
ら
れ 

た
る
の
み
な
ら
す
、
彼
れ
が
逝
去
め
缴
¥
即

ち1

千
七 

百

九

十一

ギ

のH
h
e

 

B
e
e

誌

上

.に

掲

げ

ら

れ

れ

る

無 

:
名

，氏

-ご

の

談

片

中

に

魂

れ

た

る

ス

ミ

ス

自

身

の

吿

白 

一
ょ
レ
て
確
保
せ
ら
れ
.ね

り

。

即

ち

彼

れ

：は
.其

の

客

に

對 
\

し

て
.ミ
ル
ト
ン
の

54>れ

を

除

き1

切

の

無

®

詩

に

向

ウ 

て

假

借

，な

き.海
蔑
の
言
を
鼓
し
、
而
し
て
其
の
.生
：涯
を
.
 

\

 

.狐

じ

て

唯

一

の

韻

恭

を

す

ら

糖

出

し

得

ざ

り

し

彼

れ

.ざ 

\

雖
も
、
尙
は
其
，話
說
し
得
！
ど
等
し
き
速
か
さ
を
以
て 

I  
'無
韻
.詩
を
作
タ
将
可
し
，

V

云
，
.へ

ざ

報

せ

ら

れ
^
K
y 

C 

一

因

，に

i
i

す
"
彼
れ
.が
無
韻
詩
を
嫌
®
,せ
る
こ
ど
に
就
& 

t

 

:て
は
興
味
あ
る
稀
話
あ
ね
。

一.千
七
百
五
十
九
年
グ
ラ 

I

ス
ゴ
I

カ
レ
ッ
デ
於
け
る

.
ス
ミ
ス
め
族
文
學
の
講
義
.

に
出
密
せ
る
ボ
ズ
ク
，ル
Q
a
i
s

 j
B
o
s
w
e
i
y

が

是

れ

ょ

ら 

..,gr

お
の
後
じ
至
-
、̂
ス
ミ
.ス

が

是

れ

等

の

，講

義

に

於

：て 

:
.無

韻

詩

を

，馬

ね

、

韻

詩

を

稱

揚

せ

，る

强

激

な

る

意

見

を 

表
明
せ
る
旨
を
ジm

ン
ソ
ン{^Samuel 

J
o
h
n
s
o
n
)

じ
吿

第
十
六
卷

1

ニ
S 

r 

'雑

0

マ
ダ
ム
®
ス
ミ
ス
の
ル
掘

律
ニ
號

t



$

六

翁

(

ニ
ニ
六〕

雜

鋒

ア
グ
ミ
ス
の
生
海

げ
た
る
時
、

ジ
>

ン

ジ

ン

：は

非

常

な

.る

喜

悅

を

以

て

彼 

:

れ

言

ひ

て

日

ぐ

「

君

ょ

、
余

は

會‘ク
-て
'
 
パ

ミ
ス
‘ご
，：

Hr 
一
 

W 

あ

り

て

、
我

れ

等

は

互

じ
.親

し

む

こ-ビ

な

か
^
き

、
然

れ 

ど

も

余

に

し

て®
し

君

が

今

金

に

胸

語

，
^
し

が

如

く

彼
 

れ
が
韻
詩
を
愛
す
る
こ
：ご
大
な
◊
し
-J

ざ
を
知
り
し
ぶ 

ら
ん
化
.は
余
は
彼
れ
を
抱
き
ダ
め
し
な
る
可
し」

ご
。

:

‘
後
れ
は
海
冬
期
引
續
さ一U

ヶ

，年

間

英

文

學

に

關

す

る

： 

講
義
を
行
べ
る
外
、
少
く
ビ
も
一
千
七
百
五
十
年
ょ
ね 

同
五
す
：

I

年
に
百
冗
れ
る
冬
期
，に

於

て

經

潇

舉

に

關

す

る

； 

講

義

を

行へ
'
I
此

の

講

義

は

I

千

七

百

：四

十

九

年

に
'
 

物
せ
ら
れ
た
る
所
に
し
て
、
其
の
中
に
於
て
ス
ミ
ス
は 

ポ
業
，M
由
の
學
說
を
主
張
せ
ひ
。
彼
れ
：̂
此
の
M
賞
を
.
 

後4r K

チ

ユ

：
，
ア
：

|
ト

の

所

藏

化

歸

せ1

千
七
百
；五

十

一
 

.

五
ギ
>
ラ̂A

ゴ
I
の
某
學
愈
に
於
け
る
講
演
摩
稿
ギ
に 

:

らg

し
ジ
、
め
る
な
&
0
, 

(Stewart, W
o
r
k
s

 

o

り
.dt

 

v
o
r
x
,

 

p. 

g
.
-
o當
時
彼
れ
の
思
想
の
上
に
存
力
な
る 

影

M

を
及
ぱ
し
‘

つ
、
ゐ
ウ
し
も

9

に
ジ
ュ
I

 

4

ダ

•
オ

第

二

雄

七

六

H

ス
.
ッ

ル

ド

.(James 

o
s
w
a
I
<
d
v
あ
.：rs。

皮

れ

：̂
ス
，ミ
ス 

に

此

し

て

八

オ

の

，
長

者

に

し

t

後

、

商

称

，
及

び

拓

殖

，
事
 

称

官

、.大

藏
*
嘉

官

、

並

に

股

§

大

藏

次

官

ど

爲
6 

.

.
一

千

七

百

六

十

八

年

五

十

二

才

の

壯

齡

を

以

て

逝

.
け

る

一
人
な
タ
。
ス
ミ
ス
'が
カ
ス
ブ
ル
ド
み
倾
倒
せ
る

こ

.ビ
，じ
 

ユ
|
ム
じ
讓
ら
ざ
6
き

-̂ ( 

M
e
m
o
r
i
a
l
s

 

of the 

Public 

i
 

C
haracter 

o
f 

the 

K
f
g
b
t

 

H
o
p

 

J
a
m
e
s

 

一
 

O
s
w
a
l
d

 

o
f DunikIer, 

iS25, 

Preface ; 

Stewart, 

op.

マ，cit,p. 8
I.,)0

ヒユ
|

ム
は
早
ぐj

千
七
百
五
十
年
、
其
の

:

ビ
有
名
な
る「

資
厲
平
衡」

論

(

同
五
十
，一一

年
に
.至
b
典
の 

political 

E
s
s
a
y
s
.

中
に
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の)

の

，手
#
を
ォ
ス
フ
.ル
ド
に
送
§
て
其
の
意
見
を
徵
せ

タ0 

ォ
ス
フ
ル
ド
は
十
月
十
日Caldwell 

paoersJ!^5 ^

ザ
た 

る

長

文

の
書
簡
中
於
て
之
れ
に
答
へた
. ：：N

o(

L93
.)

。
 

彼

れ

は

其

の

物

廣

及

び

货

僻

を

，空

竭

せ

し

め

ら

る

可

し
 

:

ビ
做

す

諸

國

ー

民

間

に

於

け

る

嫉

妬

は

全

然不
合
理
な
る

.
 

，
可

さ

こご

を
宣

言

し

：
、斯

ズ
0
如

さ

事

真

は

人

民

と

®

II
I

ン1

千

七K
n

五
十
か
特
赦
を
受
け
て
歸
國
し
て
ょ
同 

五

十1
1

年
再
び
病
魔
に
追
け
へ
れ
て
大
陸
に
流
寓
す
る
じ 

©
i

る
短
少
な
る
其
蘇
國
の
滞
在
中
に
於
て
之
れ
ご
観
交 

を

結

べ

ゎ

，。1

千

七

百

五

十

八

年

の

攀

一

版

に

は
、ノ

ミ
 

k

ト

ン

の

名

を

揭

げ

，
第一

版
，の

序

文

中

其

の

收

錄
 
:

せ
る
幾
多
未
刊
行
の
詩
篇
を
寄
せ
た
る
人
ビ
し
て
擧
げ 

ら
れ
た
る
詩
人
の
友
人
に
し
て
ク
ラ
ス
‘ゴ
ォ
の
商
人
な
.
 

る

ク

イ
«
yア
ム
。
クp.

フ

ア
ド(William 

craufurd)

:
®

す
る
献
本
.之
游
を
載
せ
た
シ
。

一
千
七
百
五
十
七
報

-
-
-
-

.

.

.
I
!
.
:

-

-

-

-
 

C
. 

>
^
u
\

1
-

/
 

 ̂

.十一

一
月
、
史
家
サ
I

 

•

ク
イ
タ
'K

ム
•ダ
ル
ク
ム
フ
ル

.

.
ム
* V

ミ\

ト
ン(

w
i
u
i
a
m

 H
a
m
i
l
t
o
n
;
}
^

友

人

等

の

(sir 

-John D
a
l
r
y
m
p
l
e
)

が
ス
ミ
ス
に
猜
ひ
て
此
献
本 

依
賴
だ
受
け
て
其
の
詩
集
を
纂
版
せ

i
 
ニ1

千
七

I

之P

を
起〕

草
せ
し
む
る
こ
ビ
を
ス

I

ル
ゾ
に
依
賴
せ
る 

百
r
a十
九
¥ 

p'パ
I
ト
•
フ
I
V
,ツ

(
R
o
b

ゅrt ,F§
lis) 

メ
醫
簡
に
ょ
な
て
案
す
る
に
恐
ら
ぐ
そ
は
ス
ミ
ス
の
手
に 

冗
行
ダ
ラ
ス
ゴ
ォ
饭P

o
e
m
s

 

o
n

 

Several 

o
c
c
a
s
i
o
n
s
.

.成

れ

る

も

の

な

：る

可

し

。

(
D
u
n
s
n
,

 

N
o
t
e
s

 

a
n
d

 

o
o
o
c
. 

卯
ち
嚴
れ
.な
ね
。
本 11̂

*̂

 

1

千

七
，W
四
十
八
年
十】

1 

n
M ̂

B

I
 

niustratlve 

o
f

 

the 

L
i
t
e
r
a
r
y

、History 

of 

!
1

十

j 

H
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
附
の
序
文
文
を
极
す
力
り
。

ス

ミ

G
l
a
s
g
o
w
,

 

P. 

25 ; 

J
a
m
e
s

 

Patersoifs 

n
e
w

 

ス
の
筆
に
成
れ
る
も
の
な
タ
。
彼
れ
はA

.

ミ
ル
ト
ン
が
：I850,;p, 

I
O
,

)

o

第

十

六

继(
！

三

七)

雜錄アダム。
スミ

.

K
.

の生
握

 

戴二跋七七

業
の
幾
存
す
る
限
b
決
し
て
在
起
す
る
こ
ビ
な
し
、
貨 

物
及
♦ひ
貨
幣
の
輸
出
禁
止
は
常
に
其
の
所
期
に
正
反
» 

の

結

果

.
^
:
生

じ

た

る

こ

と

を

生

張

せ

hyv 

0
^
^
は
國 

內
の
»
作
を
辦
加
せ
す
し
て
却0

て
之
れ
を
減
少
し
" 

而
レ
て
物
産
の
輸
出
を
防
旧
す
る
i

ご
愈
々
大
な
れ
ば 

货
懷
を
國
外
に
驅
遂
す
る
こ
愈
々
大
な
タ
ご
做
せ

1
9
 
0 

. 

■-
.

ス
ミ
ス
は
又
た
ジH

ム
ス
ニ

世
黛

.：

(
J
a
s
b
i
t
e
)

に
與 

せ
を
が
爲
め
に
當
時A

 
f

ア
ン(

R
o
u
s

)

じ
亡
命
し
ク
.
 

あ

り

し

T
H
e

 

B
r
a
e
s

 

q
* Ya

r
r
o
w
.

の

作

者

ク

イ

タ

ア



I

俄十

*

K

卷

(

ニニ八

)

維

0

ァ

ダ

ム

•
ス
ミ

.

五
.

.

V
; 

-\

'

ス
ミ
ス
は
其
の
エ
ゾ
ン

\

ァ：&

ォ

に

於

け

る

謙

演

の
 

.好

評

な

り

し

が

爲

；め

じ

4
.

千

七
W
.五

ギ

一

年

一

月

九

日
 

.を
以
て
、
其
の
前
年
V
, 

fド

ン(
L
o
u
d
o
n
)

 

近
去 

に
由
..り
て
空
虛
ご
お
れ
る
ダ
-ラ
ス
ゴ
I
大
學
論
理
學
»

.

座
に
選
任
せ
ら
れ
、風
十4
ハ
白
#
任

武

を

，
了

じ

：
た

る

も

’ 

十

に

於

け

る

次

期

の

開

始

に：
ホ
：，る
：ま
で
授
業
を
行
ふ 

こ
と
な
か
み

5̂1;0
蓋
し
エ
ゾ
ン
.
パ
.
ァt

オ

於

け

る

講 

義
を
完
了
す
る
の
必
要
あ
.な
し
が
®

‘め
.な
-
^
。
吗
ウ
て 

ニ
、
月

ょ

リ

六

月

末

に

至

る

ま

卞

法

#
學

敎

授

I
キ
ラ 

ジ 

I 
ス
•
タ

ン

ゼ

博

士 (Dr. 

H
e
r
c
u
l
e
s

 

L
i
n
d
s
a
y
)

 

 ̂

の
代
講
を
行
へ
K
V
O然

る

に

同

大

學

に

お

ね

て

精

靴

超
 

學

の

講

座.を
擔
任
せ
る
ゃ
ゾ

.チ
，
ブ

ッ

ン

め

，

E
接

後

®

教 

T
h
o
m
a
s

 

C
r
a
i
g
i
e

病

斌

休

講

の

爲

め

：彼

れ

は

又

た

精
 

純
哲
學
の
講
義
を
行
は
ざ
る
を
，得
ざ
れ
き
。
而
じ
て
此 

の
ニ
®
の
資
擔
は
疑
a
も
な
く
彼
れ
が
既
にH

ダ
ン
バ 

f 
ロ
す
に
於
て
行
へ
，る
講
義
の
資
料
を
利
用
す
る
こ

.パ
の
.生

蟹

！號

セ

八

を
将
た
る
が
爲
め
に
少
な
か
ら
す
輕
減
せ
ら
る〜

を
得 

P

な
&
レ

な

る

可

し

蘇

®
の

：
諧

大

學

.
に

於

け

る

；̂

の
.
 

:::

に：，傅
統
的
配

..に
え
れ
：ぱ,

論

现

舉

の
#
座

ぱ

修§

學
及 

か

奥

文

學

を

抱

擁

し

、

精

鯽

超

學

は

法

律

學

及

び

政

'泊 

學
を
包
#
せ
る
.が
故
に
.、
.

K

ミ
ス
は
囊
き
に
蹄
述
せ
る 

\ -

修
辭
學
及
び
美
文
學
並
び
に
法
#
學
及
び
政
治
學
に
劇 

\

す
る
項
目
を
以
，て

ダ

ラ

I
に
於
け
る
® I

期
講
演 

I 

の
題
0
ぬ
，ら
し
め
，.

ĵ
-CNO 

(Stewart, 

o
p
, 

cit, 

p. 

?

一
所
栽
、シ
ヨ
ツ

e
ミ
ラ

I
氏
の
所
宫
並
び

T
h
o
m
s
a
n

 anti 

w 

L
i
f
e
d
f

 

W
i
H
i
a
m

 

Cullen, 

VO
L 

I., 

1832

\ 
p. 

&5

.所
栽
！千
七

w 
s
す

！

年
九
パ
ニ
 f

日
醫
家
ネ
ル 

レ
ン
诡
ス
ミ
ス
の
書
翰
參
照

0)

然
る
に
、Crai'giV

は
終
.け
同
年
十j

月t

一
 
十
七
日
を 

へ
以
て
長
盤
し
、
蠻
五
十

1
1

年
四
月
！
 

J

十
九
日
、

スミス
 

は
'何
等
の
反
對
，を
も
受
.ぐ
る
こ
ご
な
く
し
て
其
の
後
機 

者
；̂
任
命
せ
ら
れ
ね
タ
。
然
る
に
早
く
よ
ね
し
て
斯
く 

の
か
き
結
果
を
豫
想
じ
、
織
が
て
ス
'
:、、、
ス
の
#T

る
可
S

論
®

學
の
講
座
に
S

し

、
冬
期
の
全
部
を
通
じ
て
激
烈 

な
る
聽
爭
行
は
れ
た
り
？
デ
グ
ィ
ッ
ド
こ
ユ
I

ム
は
其 

の
候
！^

ご
し
て
.

現
れ
た
b

o

猶

は

エ

ド

ァ

シ

ド
•

>

 

K

 
!

ク

(
E
d
m
u
n
d

 

B
u
r
k
e
)

も
务
だ
當
時
其
の
候
補
の 

!

人
な
レ
ご

云
へ

る

庫

妄

'の

傳

說

す

ら

傅

は

れ

ク

(Bis- 

のet, Burke, 

:
L 32 ;

Ipnor, 

Life 

or 

JBurke, 

WOJln)s

ed. 

p. 

3b
.)。

然

れV
i

も

後一

千

七

ぼ

七

十

四

年

ょ

り 

1

千

八

百

二

十

四

年

に

厘

ヶ

て

同

，

f
t

座
を
擔
任
せ
る 

outlines 

of phnosopllical 

Education, 

S
I
S

•の
著
者 

ジ
ャ
わ
デ
ン(

G
e
o
r
g
e 

J
a
r
d
h
e
)

敎
授
は
>
選
暴
人
中
に 

は
パ
ァ
I

ク
を
以
て
適
任V

思
惟
せ
る
も
の
あ
り
レ
も 

然
も
事
賞
彼
れ
は
候
補
者
ビ
し
て
現
れ
た
る
こ
ば
な
し 

し

(outHnes 

bf the philosophy 

fo Educa-

tiolv p, 23.) 、

スミは明かにスチュ？

トに談
 

り
て
、
彼
れ
は
斯
く
の
如
&
流
說
の
生
じ
，た
る
所
以
を 

知
ら
す
、成
ひ
は
彼
れ
が
自
ら
パ
ァ
I

ク
の
著Sublime 

an
d B

e
l
f
u
L

の
出
版
，に
際
し
、
苦
し
此
の
W
の
薪
激

に
し
て
一
講
座
を
•

擔
任
す
る
i

と
を̂
^

認
せ
ん
か
、
を 

は
.

本
校
に
取
り
て
大
な
る
所
得
な
る
可
し
の
意
見
を 

表
明
せ
る
よ
り
生
じ
た
る
も
の
に
は
非
ざ
る
か
ど
言
へ 

^

 

じ
傅
へ
ら
る
 

0 rprior'- 

o
p
. 

cit,'

o
*
 

ヒ
ユ 
I

 

ム 

.

は
カ
ル
レ
ン
等
の
熟
心
な
る
後
援
あ
り
し
に
拘
ら
ず
"

ア
I

ガ
ィ
ル
公(

D
u
k
e

 

of A
r
g
y
l
e
)

の
于
涉
に
よ
り
て 

其
の
目
的
を
建
ず
る
こ
ご
能
：は
ず
へ
公
は
王
'室
講
座
以 

外
に
#
し
て
は
毫
も
任
命
の
*
を
有
せ
ざ
ら
し
雖
も 

而
も
其
の
一
切
に
愈
し
て
干
涉
す
る
所
多
く
、
旦
ウ
多 

大
な
る
勢
力
を
有
し
力
-
^
 

£
信
せ
ら
れ
た
b

y
同
請
-座 

は
：ク
P
1(

C
I
O
W
)

‘ビ
稱
す
る
無
名
の
青
年
敎
會
學
士 

(licentiate)

に
與
へ
ら
れ
た
ゥ
。
ス
ミ
は
圓
よ
レ
如 

.何
な
る
候
補
者
よ
り
も
其
の
親
友
ヒH 
I

ム
を
以
て
勝 

れ
，り
-ざ
，思
惟
せ
ぉ
ご
W
も
、
而
も
彼
れ
の
如
く
懷
鎌
#
 

者
ど
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
‘ウ

あ
る
人

物

を

®

任

す
 

る
は
，蘇
國
の
與
論
に
後
り"

同
大
學
に
取
ね
て
不
利
猛 

ざ
爲
る
の
虞
れ
あ
るM

J

を
熟
知
せ
り
。(

1

千
七fni

五
十

ニ
ニ
九
.)

維
：；
..錄

ア
グ
.ム
。
ス
ミ
ス
の
生
涯

热
ニ
號
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ア
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A

mス
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生
ぜ

,‘1:

年

十j
月
火
曜
.日
附
力
.み
レ
シ
：宛

#

簡

參

照

T
h
o
m
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o
v 

f

i 

r
p
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'

.

.

.

.
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• 

• 

•
. 

.

‘
ス
ミ
ス
が
精
神
哲
學
の
講
座
を
選
べ
る
は
主
ご
し
て 

.-

典
の
中
に
於
て
效
授
せ
ら
る
可
き
題
目
に
興
味
を
有
し 

た
る
に
*

S

る
こ
ご
疑
，ひ
な
&
所
-な
レ
e
雖
も
、
是
れ
ょ 

レ
生
や
る
物
質
上
の
所
得
も
亦
た
®
分
太
な
.

TV

し
が
如 

蓋
し
ス
ミ
ス
は
其
の
就
任
，の
條
件
ビ
し
て同

年
；；. 

月
十
日(

新
學
年
開
始
の
當
日)

に
至
る
.を
で
、
其
の
智 

理
學
敎
授
の
瑰
職
に
働
す
る
俾
給
及
び
所
得
を
以
て
滿 

,
足

ず

可

き
i
を
特
に
婴
求
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
な
タ
0 

精
神
银
學
敎
授
の
所
得
は
傅
給
及
®
講
舉
生
に
H
P
て 

支
拂
は
i
:、
謝
織
ょ
6
成
る
.。
，捧
給
は
數
學
講
座
がJ 

.ヶ
年
七
十
ニ

破

な

-
^
し

へ

ば

(
，c

a

香

％

 Papers, 

r 

h
7
0

)

、
.恐

ら

ぐ

其

の

以

上

に

出

づ

：
る
ァ

V
ど

あ

ら

ざ

ら 

し

な

る

可

し。
‘ 
メ
ミ
ス
の
.，後

に

精#
哲

學

の

講

座

を

擔

-

I任
せ
る
蘇
國
哲
學
派
の
創
始
者
ト
I

マ
 ̂

rジ
I
ド
博 

士(

b
r
- T

H
o
m
a
s

 

R
e
i
d
o

は
グ
ラ
ス
：ゴ
ネ
に
☆
け

るj j

银11

號

§

ヶ

年

の

經

驗

の

後

、
鄉

里

ア

パ

ア

デ

ィ

ー

ン

の

j

友
\ 

.に
M書
を
寄
せ
て
、
彼
れ
はK

ミ
ス
が
會
ウ
ヤ
有
し
な
，る 

ょ
り
も
多
數
の
學
.生
を
ポ
し
、
既
に
七
十
硫
0

謝
®
を 

收
受
せ
りV

雖
も
、
全
部
め
學
生
k
し
て
到
☆
せ
ん
か
、 

-
同
舉
年
に
は一

百
碌
★
收
得
す
可
き
を
期
待
す
ビ
云 

へ
る
に
ょ
り
て
案
や
る
に(

wir 

William 

H
a
m
u
t
o
n
,

 

j 

Reid, 

1853
、
p. 

4
P)

、
ス
ミ
ス
の
受
け
た
る
謝
普
は
恐 

一
ら
く
一
 
ぽ
破
を
越
ゆ
る
こ
と
な
か
り
し
な
る
可
し
。
盤 

十
八
世
紀
に
於
け
る
蘇
國
大
學
0

_講

座

に

舞

す

る

謝

赠
 

\

の
高
は
收
粮
の
®S

、

栽
氣
の
善
惡
に
由
ク
て
學
み
海 

一
に
著
し
く
歸
動
す
る
を
免
れV

D
&

き
。
グ

ミ

メ

は
又
た 

,
其

の

住

宅

に

時

々

一

人

の

寄

宿

生

を

置

き

"
是

れ

に

由 

\ 

て
媒
分
の
利
得
あ
：-
し̂
も
？
其
の
正
規
の
听
得
は
一 

ヶ
年
W
七
十
破
以
上
R
出
づ
るM

J

な
か
◊
し
が
如
し
。
.
 

彼
れ
は
其
の
®
:給
の
外
に
同
大
學
構2

に
住
宅
を
給
せ

ら
れ
、
而
し
て
其
の
十
2

年
間
の
狂
職
中
k

s
度
び
之

れ
、を

^
 ̂じ

た
"'"

ご

：：̂

,
へ

 

A
b 

i
v 

0 
取

.ち

^
^
る

，.
 ̂
ハ

屋

‘

J

1
ト；.
.
-
-
. 

.
■ 

- 

.
|
|
，ク
.|ラ
ス
，，コ
：ォ
に
於
け
る
ニ】

れ
を
轉
じ
た

：.
 ̂

.
ご
傳
へ
ら
'る
ゥ
即

も

ま

る

，家

星

.

墓

‘：

を
爲
み
：ね
る
時
は
諸
敎
授
は
其
の
席
次
に
從
ひ
て
選
ぽ 

權
を
ポ
す
ぷ
の
®
習
な
&
タ
ハ
斯
く
て
彼
れ
は1

千
七 

西
！

4

十
六
ギ
其
の
灰
人
力
；
ル
レV

が
‘

H

ダ
ン
\ 

f 
ロ
ネ 

に
；«
住
す
る
や
、
‘其

，の

：
奮

宅

じ

移

り

，
ヴ

，
次

い

で

五

十

七
 

银
、
；同
じ
き
ギ
に
'逝
去
せ
る
自
然
哲
學
敎
授
デ
ィ
ジ
ク 

〈p
r
,

 

B
i
c
k
)
；

の
住
宅
を
織
；

S

プ
'更
：も
は
ッ
I
チ
マ
ン 

P
 

L
e

究
h
®§
3
.が
同
六
すrl

年
を
以
.て
擧
長(prin- 

9,pabhijp)：

に

榮

轉

す

る

ビ

共

に

其
.の

奮

居

に

轉

せ

み

Q 

.，
娘

れ

は

當

時

其

；
の

：

.渐

.並

.び
に

.跋
の
小

.舟

.ザ
I

シ
.®

,

グ
グ 

ラ
ス
銀

(
M
i
s
s

 Jane D
o
u
g
l

息
共
に
グ
ラ
ス
ゴ
オ
に 

居
住
せ
る
を
ハ
て
、
斯
ぐ
の
如
き
頻
々
れ
る
轉
居
も
或 

ひ
は
楚
れ
等
女
性
.の

希

望

に

出

！̂

た

る

も

の

に

は

非

ざ 

.る
か
.。.
.. 

.

ス
ミ
：ス
め
時
代
在
り
て
グ
ラ
ス
デ
：ォ
大
學
は
總
計 

三
百
人
內
外
の
學
生
を
有
せ
る
に
過
ぎ
す
、
.而
し
て
精 

制
®
華
め
講
座
の
み
R

て
は
正
科(

P
U

びHe

 

class )

八
九

名
、
別
科(private classvl}

十
名
を
越
ゆ
る
.よ
あ
ら

ざ

ら

し

な

タ

。
當

時

大

學

の

開

梭

湖

は

現

今

よ

く

：、 

十
月
十
日
‘よ
ら
六
ガ
十
日
に
及
ぺ
'ね
。

ス
ミ
'
 
ス
は
午
前 

七

時

半

ょ

ら

同A
時
半
に1

旦
ヶ
て
}
科
の
講
義
を
行
ひ 

そ
れ
ょ
ぉ
午
前
十I

時
に
彼
れ
が
同
朝
行
へ
る
講
義
に 

就
き
.t
一
 

時
間
の
試

驗

を

行

ダ

，

(

此
の
試

驗
に
は
僅
か 

に
朝
.の
聽
講
生
中
其
の
：

m

分
の
.，1

の

出

席

を

見

..る

に

過
 

ぎ
ざ
る
の
常
な
レ
きy

而

.わ
てr

週
ニ
囘
正
午
十
！
 ！

時
'
 

に
別
個
の
問
題
に
就
き
て
別
科
生
の
爲
め
講
義
を
行 

ふ
の
外
、

ス
ミ

ス
は
時
タ
宛
も
特
別
敎
師(tutor )

®

如 

<
.
特

殊

の

學

生®
爲
め
に1

時
間
の
朗
讀
講
義
お
行 

へ
る
が
如
し
。(

ア
ス
ケ
ー

ユ
T 

 ̂A
s
c
a
n
i
u
s

の
名
R 

隱
れ
^
:1
る
ズ
ハ
グ
伯(

E
a
r
r
o
f

 B
u
c
h
a
n
)

が

I

千
七
；

S

 

兆

十I

年

六

0
.
だe :

誌
に
寄
せ
た
る
其
め
舊
師
の 

囘
想
錄
參
照P

寬
柔
温
良
な
る
-を
、、？
ス
は
常
に
.學
生
e 

の
會
談
を
避
く
る
こW

な
か
b
し
の
み
な
ら
す
彼
れ 

等
の
間
に
有
爲
な
る
者
お
.看
出a

、

之
れ
を
自
家
じ
招 

じ

パ

，

其
，の
講
義
0

題E
H

及
：ぴ
其
の
他
の
問
題
に
就
き
て

傑
す
▲ル

卷

(

ニ
！f 

r

雜

綠

ア

ダ

ム

®
ス
3.ス
の
生
涯

f

i



:

缴

す

六

愈

n

ニt

ニJ
)

雜

0
 

，
ア

ダ

ム

®X

5

の

生

涯 

第

n

敏

八

U
.彼

れ

等

ポ

議

*而
レ

.て
多大なる同情を以て彼グラ

.ス
ゴ
オ
大
學
の
敎
授
を
L
て
行
へ
る
講
義
は
皮 

れ
，
が

僻

來

の

企

圓

及

び

計

齋

耳
を
倾
く
る
の
常
な
が
自
ら「

道
德
的
情
.操
論
□
及
び「

國
富
論
，

J

中
に
公
表
せ

る
部
分
を
除
き
て
は
エ
^
^
.ク
イ
ン
*
カ
，ン
ナ
ン(

E
d
w
i
n

 

.，レ
，

：
r
 

.

. 

, 

: 
r

:

ま

i

)

が

I

千
八
百
九
十
五
年
四
月
二
十
！
日
、
偶
然 

，ミ
ス
の
最
も
愛
せ
る
門
下
のj

人
に
ジnr

ン
•
ミ

，『

お
對
面
の
辯
K
士 

G
h
£
e
s

 

C

 

M
a
c
o
n
o
&
e

氏
よ
り 

ラ
ー
ハ
タ
は
"

"

ぁ
み
"後
年
ク
ラ
ス
ゴ
オ
大
學
の
法
彼
れ
が
ス
ミ

ス

の
法
律
學
講
義
の
擎
錄
を
所
藏
せ
る
こ 

律
學
敎
梭
ビ
爲
れ
る
人
に
し
て
、
彼
れ
が

v
、、rメ 

R
倾

と

聞

如

し

、
®
九
十
六
年
之
れ
を
刊
行
す
る
に
*
る
ま 

倒
す
る
こ
£
夫
；な
り
し
ご
等
し
く (

§
f
. H

i
s
t
o
r
i
c
a
l

で
は
全
く
吾
人
に
傳
存
す
る
所
な
，

も
の
ビ
想
像
せ
ら 

I

 
0
み
ま

E
n
g
f
~

 G
o
v
e
m
m
e
n
v
;
B
k
:
I
I
,

 
c

h
f

れ
、
唯
だ
僅
か
に
吾
入
は
ミ
.ラ
ー
の
談
る
所
K
據
-
Ĉ
て 

H
參
照)

、
ス
‘ミ
ス
も
亦
れ
ミ
ラ
i
が
舉
生
を
敏
舞
獎g

一
 

其
の
講
義
の
要
旨
を
知
る
こW

を
得
た
る
の
み
な
.

r
O

 

す
る
上
に
於
て
無
比
®
力
を
有
ず
る
こ
ミ
を
推
稱
し
、

™
な
ら
。(Lectures 

S Justice, 

police. R
e
v
e
n
u
e

 

s
d 

其
の
★
弟
デ
グ
イ
ッ
ド
•
ダ
グ
ラ
メ 

(r>avid 

Douglas) 

A
r
m
s
,

 

delivered 

i
p the 

University 

o
f Gl
a
s
g
o
w

 

を
グ
タ
ス
ゴ
オ
大
舉
じ
送
れ
る
は
偏
ミ
ラ
ー
の

講

演

>

1
 Smith reported 

b
y

 

a 

student in 

1763 

に
タ
し
、
之
れ
ざ
會
諫
；̂
ぶ̂
の
#
@
ー
を
思
へ
る
が
爲
めV

 and. 

edited 
with 

an 

introduction 

a
n
d

 

notes 

b
y

 

彼
れ
は
終
R
ス
ミ
スV

の
，y
曲

貿

葛

論

を

承

認

すE
d
w
i
n

 

Gannan, ,1896, 

pp. 

x
i
-
x
x
L

參
照)

。

る
こ
ど
な
か
り
し
ど
雖
も
，
：然
も
當
時
蘇
國
：れ

於

け

る

即

も

彼

れ

日

ぐ

「

ス
ミ
.ス
氏
は
彼
れ
が
如
め
て
本
大 

有
力
な
る
自
由
主
義
の
使
徒
な
A
さ

*

11 
^
ミ

ネ

：
が

學

に

招

致

せ

ら

れ

：
た

‘る

療

：
に.任

：
命

：
.せ
‘を

れ

だ

る

.

.
，赚

湖

學

の

敎

職

に

於

て

直

も

に

，其

の

先

任

者

.の
：襄

守

し

來

れ

る

.，

せ
ら
れ
、描
霧
：せ
ら
る
、
な

.

C
V
。

•時

に

文

事

の

謝

#

せ

上
學
よ
り
も
更
ら
じ
與
味
ぁ
り
"
：
有
，用

な

る

性

質

を

有

：
取
も
て
斯
く
の
如
ぐ
彼
れ
等
の
.趣
味
ざ
彼
れ
等
の
感
情 

す
る
賭
联
究
に5:1̂

の
雜
生
の
注
意
を
®
く
の
必
要
を
觀 
' 

ビ
を
把
擬
す
る
も
の
よ
り
も
勝
り
て
®
當
な
る
も
の
な 

た
；

C
V

取
ぐ
て
彼
れ
は
心
意
の
諧
力
に
關
す
る
®
舰

を

き

な

ら

。」

.示
し
> 
而
し
て
從
前
識
者
の
注
意
の
全
般
を
占
値
せ
るI

「

街
の
問
題
に
開
ず
る
ス
ミ
ス
氏
の
講
演
が
其
逝
去
の 

巧
鈔
な
^
0扼
0
方
法
に
關
1
て
好
奇
心
を
滿
足
せ
し
む
前
に
破
毁
せ
ら
れ
た
る

こ

道

爐

堪

え

ざ

る

な
 

る

に

必

要

な

る

限

度

に

於

て

古

代

の

霞

舉

を

說

明

せ
K

V

O
最
初
の
部
分
は
措
僻
の
點
に
於
て
著
し
ぐ
完
成
せ 

る
後
"
爾̂

餘1'

切
の
時
間
を
擧
ざ
.修

僻

學

及

び

美

文

ら

れ

、
而
し
て
全
體
.に
百
y

て
風
韻
ご
創
造
的
天
才
ご 

學
の
體
系
を
1

す
る
に
充
て
f

。
純
正
哲
學
の
最
.

の
强
烈
な
.る

標

號

を

看

出

す

な
I

擎
記
を
行
ふ
の
許 

も
存
用
な
る
部
分
た
ぇ
"
人

間

心

意

の

諧

力

を

解

驛

し

、

：：

可

を

學

生

：に

與

へ

た

る

お

爲

是

れ

等

の

講

義

中

に
 

，.說
明
す
る
最
良
の
あ
法
は
言
語
に
よ
ら
て
吾
人
の
思
想
包
有
せ
ら
れ
た
る
數
多
の
觀
察
及
び
意
見
は
其
.の
後
公 

を
傳
達
す
る
諧
糧
の
糖
式
の
檢
察
並
び
ね
勸
誘
及
び
受\

表
せ
ら
れ
た
^
獨
立
の
論
文
中
；̂
於
て
總
述
せ
ら
れ
、 

容
に
貢
献
す
る
作
文
上
の
原
则
に
對
す
る
注
意
よ
ゥ
生
又
な
は
一
般
的
聚
集
中
に
於
て
淨
窝
せ
ら
れ
た
.

0
.
0

然 

す

。

是

れ

等

の

技

術

に

由

り

.
て

吾

人

が

知

覺

し

又

た

感

.

れ
ど
も
是
れ
等
の
も
の
は
當
然
豫
期
せ
ら
れ
得

る
が
如 

，覺
す
るt

切
の
も
の
> 
吾
人
が
心
意
の
，j;

切

の

作

用

は

く

-
彼
れ
等
が
其
の
最
初
の
著
者
よ
b
受
け
た
る
獨
創 

明
確
に
席
別
し
、
記
憶
せ
ら
る
可
さ
體
樣
に
於
：て
表
明
.

の
態
度
ざ
特
異
な
る
性
質V

を
失
.ひ
て
、
彼
れ
等
の
投

，
 

然
十
S
 

0
5
1
1
1

)

雜 

0 
 ̂

第
！

J

驢 

B



盤

(

二
三SI )

雜
M

錄
ア
ダ
ム
•ス
ミ
ス
の
生
海

入
せ
ら
れ
捲
&
込
ま
れ
た
る
平
凡
な
る
.事
項
の
複
合
に：

肅
に
從
ひ 

ょ
&
て
蒙
條
せ
ら
れ
た
り
。」

「

ス
ミ
ス
は
彼
れ
等
が
‘論
理
學
の
敎
授
に
任
命
せ
ら 

れ
て
ょ
，

f=y

凡
そ
'

1

ケ
银
の
後
、
精
鯽
科
學
の
*
座
に
選 

任
せ
ら
れ
た
い
。
此
の
問
題
に
i

す
る
彼
れ
が
講
義
.の

：\ :

課
程
は
四
部
に
分
割
せ
ふ
か
.
^
.か
？
第

1.

は

，

「

自
然
# I

，

學」

を
包
有
ム
、
彼
れ
ほ
愛
に
神
の
存
狂
及
び
賜
性
の諸

：：I

一
 

®

左
並
び
に
宗
敎
の
基
礎
を
成
せ
る
人
間
心
意
の
諧
原
バ 

理

を

察

せ

.

rsb

第1
5

は

厳

密

な

る

：意

義

に

於

け

る

「

偷 

理

學」

を

包

含

.
^
，
生

ビ

し

て

彼

れ

が

後

に

至

ク

て

其 

©

ト「

道

德

的

情

操

論

」

；
中
R
を

る

齋

學

説

ょ

ゎ

成

：
一；

.る
0

第
二
！
部

に

於

て

彼

れ

は

「

公

正」

に

關

し

.、
，又

め

精 

織
に
し
て
正
確
な
る
法
則
を
收
受
し
得
可
さ
が
故
是 

れ
に
由
I
bて
詳
.密
精
細
な
る
骤
明
を
行
ひ
得
可
き
底
の 

道
義
の
部
門
を
更
ら
f
e
w細
に
論
述
せ
ら
。」

：

「

此
の
問
題
に
關
し
彼
れ
は
モ
ン
テ
ス
キ
r

( M
o
n
-

 

て

腊

示

せ

' ら

れ

ね

；
る

：：

の

觀

も

：
ふ

計

w
l
w
-
i
h
y

第11

雄

.

、
最

も

粗

野

な

る

時

代

ょ

み

最

も

精

練

せ

ら 

れ
た
る
時
；代U

至
，.る
ま
で
、
公
‘私
兩
法
#

思

想

の

漸

次 

0
(

f

た
：る
跡
を
探
及
し
、
生
存
及
び
財
産
の
鎭 

し
積
に
資
ず
る
諸
技
術
が
ネ
れ
に
相
應
せ
る
法
律
及
び
棘 

i

改

正

若

し

-
-
は

變

更

を

生

す

る
の
效
果
を
.指
摘
ず 

る

に

努

め

か

彼

れ

は

其

の

力

作

.0
此
の
重
要
な
る 

部g
：

を
'も
亦
た
社
會
に
鼓
表
せ
ん
ァJ

ざ
を
期
し
た
る
も 

而
も
彼
れ
は
終
に『

道
德
的
情
操
論」

の
結
ま
じ
誌
さ 

れ
た
る
這
般
の
意
向
を
遂
行
す
る
こW

な
く
し
て
逝
け

-CV 。
」

ジ「

彼
れ
は
.其
の
：講

義

の

最

後

の

部

分

に

於

て

の
说
則
に
基
礎
を
有
す
る
こ
£
な

く

、「

便

宜

rex-

p
e
d
i
s
c
y
)
」

の
そ
れ
に
基
き
、
而
し
てj

國
家
の
富
と

力
..ご
’繁

榮

を

播

進

す

る

も

•
の

思

料

，
せ

ら

る

A.

政
治
.

的
制
規
を
考
査
せ
ら
。
這
般
の
、見
地
の
下
t
e彼
れ
は
商

業

、
財

政

、
宗

敎

的

及

び

軍

事

的

施

設

に

颇

す

る

政

治

的
 

制

搜

を

考

察

せ

-
=̂

。

彼

れ

，が

是

れ

等

の

諧

に

，®
:
き

:

て
演
缠
せ
る
所
の
も
の
は
彼
れ
が
後
に
至
ウ
て
H
請
國
然
れ
ど
も
其
，の
進
む
：み
從

，ひ
、
彼
れ
の
旗
度
は
#
‘烈
，

Li 

民
の
宫
の
本
質
及
び
原
因
の
研
究」

な
る
題
下
に
公
R

し
て
活
徵
ビ
爲
レ
>
而
し
て
其
の
表
現
は
圓
滑
に
し
て 

せ
る
著
*
の

要

旨

を

抱

有

：す

る

な
&
し
。
，. 

流

暢

す

爲

る

な

，か

。

論

爭

を

生

じ

易

き

諸

®

に

於

て

は 

レ「

敎
按
ビ
し
て
よ
た
も
更
ら
に
好
ぐ
ネ
ミ
ス
氏
の
枝
俩：

：：：

諧
君
ゆ
容
易
に
彼
れ
が
密
か
に
其
の
意
見
に
斷
す
る
反 

の
現
る
可
き
地
位
は
#

せ
ざ
b
き
。
彼
れ
は
其
の
講
義I

對
を
思
料
し
，
而
し
て
更
ら
に
*
な
る
精
力
ざ
熱
心

W

 

を
行
ふ
に
隙
し
殆
^
全̂
<
服
座
の
辯
術
に
信
賴
せ
も
0 

:

を
以
て
さ
れ
を
擁
護
す
る
が
爲
め
に
此
の
如
&
手
段
に 

被
れ
の
態
度
は
優
雅
？̂
ら

ざ

り

じ

も

純

僕

：

2

し

て

淡

泊

，
出

で.
る̂
こ
と
を
'察
知
す
る
を
得
可
し
。
'
 
彼
れ
の
舉
例 

な
ド
き
、
而
し
て
彼
れ
は
常
に
其
の
題
目
に
‘興

味

有

の

豊

富

'に
しV

多
機
な
を
に
#

b
て
主
題
は
漸
次
其
の

す
る
の
觀
あ
ら
し
が
故
に
"
彼
れ
は
決
し
て
其
の
聽
者 

の
注
意
を
惹
起
せ
す
し
て
終
る
こ
な
か
ら
き
◊
各
個 

:

の
#

話
は
槪
し
て
彼
れ
が
順
次
'
論
®
し
説
明
せ
ん
ビ 

せ
：る
#
:
:
々

な
を

特

殊

の

命

題

ょ

ら

，成

れ

タ
。
是
れ
等
の 

命

遊

は
.

1

1般
，的

名
僻
に
於
て
表
.明
：せ
ら
れ
ね
る
：時
、
其
.
 

廣
漠
力
る
J
じ
ょ
.り
幾
分
®
?訳

の

卿

を

有

す

るJ
稀

れ 

な
&
ざ
み
’き

。

彼

は.是
綠
，
の

も

の

を

解

說

：せ

ん

ば

す

る 

に
.

當

ゥ

，

切

め

は

：鎭

々
.其

の

主

越

を

十

分

に

：會
得
：せ

ざ 

る

も

の

、
如

ぐ

、
.

ば
籠
-
な̂
が
ら
物
語
る
な
シ
Q

手

中

に

於

て

增

太

し

、

而

し

て

同

r

意

見

の

冗

長

な

る
 

反

媒

な

f
し

で

"
、
'總
ベ

て

其

の

現

示

せ

，&
る〜

S
々

な
 

る

陰

影

及

.び
相

貌

を

通

'じ

：
て

同

一

間

題

を

追

，
及

：
し

 
> 
而
 

し

て

後

、

此

の
'美

：し

き

推

究

の

序

测

が

發

.
出

せ

る

本

源
 

的

命

鶴

若
..し

く

は

一

般

的

眞

理

じ

之

：
れ

を

復

歸

：
せ

し

め
 

て

、

其

の

纖

辦

の

法
f

扼

へ

、

面

し

て

彼

れ

等

に

敎
 

劇

ど

等

レ

く

快

感

を

も

與

ふ

％

も.
®ミ
思

.料

せ

ら

れ

：た.
 

.る

廣

廣

を

取

得

：
せ

る

な

ら

。

 

.

斯
く
て
敎
授
し
て
の
膝
れ
の
名
聲
は
頗
る
高
き
に

货

十

六

盤C
5
1
!

五)

雜

.錄

ア

ダ

ム

•
'ス
ミ
.ネ
o

i

然1

i

八HI



六

盤

へ

ニ
 

H
六

)

0
..
 

0
.
.
.

アネミス：
ゅ

X

涯
‘
-

群
ニ
跳
.

八
/、

至

り

、

而

し

て

多

敷

の

.學

生

は

傷

べ

に

彼

れ

在

る

が

故 

に
遠
隔
の
地
ょ
ら
同
大
學
に
來
れ
も
。
彼
れ
の
敎
授
せ 

る
部i

z

の

科

學

は

：此

の

地

に

：
於

け

；
る

流

行

爲

ヶ

、 

而
し
て
彼
れ
の
意
見
ゆ
諧
俱
樂
部
及
び
文
學
會
に
.於
け 

る
生
ね
る
論
題
た
i

レ。
彼
れ
の
礙
晋
又
ね
は
話
說
の

b
て

颇

る

有

用

なク

き
。
彼れ

が
柱
の
.前

に

座

せる
.

歸 

目
立
‘ち
て
見
え
た
な
◊余
は
絶
え
す
彼
れ
を
注
意
せ
i

 

彼

れ

に

し

て

若

し

前

方

に

乘

レ

出

し

て

熱

心

k
其
を
®
. 

く
る
時
は
：成

功疑

ひ
な
き
所
に
し
て
、
余
は
余
の
學叙
 

を
し
て
快
く
倾
聽
せ
し
め
.ウ
あ

る

を

知る
："

j
S

も
彼

態
度
J
1於̂
け
る
些
細
な
^
9特
色
す
ら
往
々
に
し
て
模
做I

れ
に
し
て
若
し
後
方
に
凭
れ
て
不
注
^
^

の
業

象

爲
れ
ゎ
。」

ご

(Stewart, 

op. 
cit, 

pp, 

I
I
*

マ

時

は

、

余

は

直

ち

；̂

萬

事

非

ほ

し

て

余

は

生

题

若

し

く

.は

.余
が
話
法
の
孰

れ

か

を

®

せ

ざ

る

可

ら

ざ

る

こ
ご
を 

感

ず

る

な

ら」

ご(Sinclair, 

S
k
e
t
c
h
e
s

 

o
f Ol

d

 

T
i
m
e
s

 

a
n
d

 

Distant 

Places, 

1875) 

p. 

p)

o

彼
れ
.の
學
生
の
大
多
數
は
長
老
'敎
會
の
敎
職
ね
る
準
，

^
を
、行

ひ

ウ

.あ

.，.
る

靑
年

よ
.

ヶ
.
.成
.

タ

、
，
其

の三

；

1:̂..

の
.

.

j
は

自
®
の

大

學

よ

り

不

當

.に

徘

斥

せ

ら

れ

た

る

愛

蘭

土

の非國敎徒にして、賞に彼の？

ドが

(
D
r
.

 

T
h
o
,

m
a
s

 

R
e
i
d
)

是

れ

等

の

愚

就

な

る

チ
I

グ(
t
e
a
g
u
e

愛
蘭

士
人
の
異
名)

に
向
つ
て
.講
義
す
る
に
：當
ね
て
は
常
ほ 

S
:
;ア
シ
ト

，

>
r
1が

，
魚

類

た

向

ゥ

，
て

f
t道

せ

；
る

路

に

®

热

1300

:
!
^
a
y

 

o
n the 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

Principles 

of 
Taste

、 
1
7
90.

の
著
举
ア
1
チ
バ
ル

ド
，*
ア
タ
ソ

ン(
A
r
c
h
i
b
a
l
d

 
A
lis

o
n
)

が

ミ

ド

ル

セッ
ク

ス
の
副
ぽ
ジ

r
n

ン
*シ

ン
.
 

クレ

I
ァ(

J
o
h
n

 

Sinclair)

に

談

れ

，る

所

に

據

れ

ぱ

、
彼 

れ
は
常
に
講
義
を
行
ふ
に
當
タ
、
其
の
聽
者
の
同
情
に
：
 

依
®
す
る
，V
ご
遙
か
に
他
の

譜

敎
に
越
え
た
る

の

事
 

賞
を
欧
膨
せ
b

◊彼
れ
；日V.

ぜ：j

學
ギ
の
全
部
を
她
じ
、 

.平
凡
な

る
も
而
も
表
情
的

な

る

容

貌有
す
る

或

るJ

人

0
.學

生

は

余

の

成

功

を

，
判

：斷

す

る

.，が

爲

め

に

余

に

：：

..取

，，

ざ

る

を

得

ざ

-
し̂

に

等

し

さ

感

を

有

す

と

云

：，
へ
.一
る
所
の

 

、
.

も
の
な
-
^
M 

Hamilton,; Reid, 

p* 

4
3
.)。

ほ
ほ
ス
ミ
ス 

ゆ
諭
筵
に
列
せ
る
者
に
*
事
'
 
ヘシタエルス
キ

f 

ン(
H
e
m
y

 

E
r
s
k
i
n
e
)
、

ジ
エ
ム
ズ

*

ポ
ズ
ク
キ
ブ
ィ 

ッ
ホ
.
1
 
ク
ス(

H
O
?

. 

H
. 

Fitzmaurice)

、
あ
-̂
。後
年
ス 

ィ
ッ
巧
バ
ジ
ス
は
有
爲
の
資
を
抱
き
て
空
し
く
不
沿
の 

病
床
に
#
吟
し
な
が
ら
，
永
く
ス
ミ
ス
の
講
義
に
列
し
、 

:

其
め
家
庭
じ
寄
寓
せ
る
.樂
レ
き
，独
時
を
追
懷
し
て
止
ま 

ざ
り
き
ご
云
ふ
0
グ
ォ
ル
ズ
I
ル
の
友
人
に
し
て
、
ル
ジ 

.ソ
1
の
％
な
5
し
ジ
ュ
，.、不
パ
ダ
の
大
醫
ト
ん
ン
シ
ャ
ン
：
 

(
p
r
.

 

Tll^odore 

T
r
Q
n
c
h
i
n
)
-

は
特
に
ス
ミ
ス
に
就
き 

て
學
ぱ
し
む
る
が
爲
め
ねj

チ
七
百
六
十1

年
、
‘其
の 

.子
を
グ
ラ
メ
ゴ
ォ
に
送
■
，
ジ
。

而

し

て

：
ス

ミ

ス

の

敎

授 

ざ
し
て
の
，名S
は
年
ざ
共
に
次
第
に
高
ま
&
お
き
て
、

:

漆
晚
製
め
，谋
の
胸
像
は
#

#

©
店

頭

を

飾

々

ゥ

、
ぁ 

し

な
I
 

'
 

. 

V
:

 . 

'
 

.
 

,

國

有

繊

道

，

W

連

賞

政

策

ゾ

：

y

墙

弁

幸

雄

6ZS3S

第

十

六

盤(
5
1
1

七

)

雜

鋒

.
分
業
が
人
ざ
人
：ぶ
の
間
に
行
.は
れ
地
方
ピ
地
方
ご
の 

\ :

間
に
行
は
れ
て
居
る
所
：0
現
代
の
經
濟
生
活
は
交
通
機 

I,

關
な
<
し

す

は

支

持

せ

ら

れ

難-い
> 
交

通

機

關

の

ニ

種 

一

を0

鐵

道

は

、..此
の

意

味

に

'於

て

現

在

の

社

會

の

支

持 

i

者
で
あ
リ
广

$

根
本
的
の
基
礎
を
な
し
て
居
る
も
の 

で
あ
る
。：

‘又
纖
道
の
存
す
る
、
否
は
其

0

地
方
の
繁 

榮

衰

類

を

岐

，
つ

の

原

因

：を

.な
-
、̂’
少

く
e
も

！：̂
の
齋
逵 

>.

に
S
速
：力

相

違

を

來$
:お
：め

る"

同

ね

く

鐵

道

の

.存

す
 

/

る
場
所
に
就
て
見
る
も
> 
織

道

が

各

地

：にS
し
咎
人
に 

,
對
'じ
.又
：は

各

貨

物

に

對

し

で

其

の

収

极

，上
に
不
當

の

差 

別
を
設
け 

'なざ

れ

は

、
特

惠ぜ
らic? 
V
も

の
と
然
ら
ざ 

レ
る
か
め
；

間に：
於
：

&
る
ま
#

的

地

位

に

多

大

の

相

举

國
有
鐵
道v

M

賞
i
 . 

f
 

i

八
七
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